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『
大
衆
文
芸
』（
第
一
次
）
総
目
次

  
                   

日
本
文
学
／
准
教
授　

 

原　

卓
史

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

・
二
十
一
日
会
、
報
知
新
聞
、
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
、
大
衆
文
学
、
時
代
小
説

【
凡
例
】

・
本
資
料
は
、
雑
誌
『
大
衆
文
芸
』（
第
一
期
）
の
総
目
次
で
あ
る
。

・
目
次
は
原
則
と
し
て
、
内
題
の
記
載
に
従
っ
た
。
た
だ
し
、
目
次
に
即
し
て
適
宜
補
充
し
た

と
こ
ろ
が
あ
る
。

・
旧
漢
字
、
俗
字
、
異
体
字
な
ど
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
歴
史
的
仮
名
遣
い
に

つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

・
挿
絵
画
家
は
誌
面
か
ら
の
読
み
取
り
が
可
能
な
限
り
記
載
し
た
。

・
頁
数
は
各
作
品
の
冒
頭
頁
を
記
載
し
た
。

・
使
用
し
た
資
料
は
、
架
蔵
資
料
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
版
『
大
衆
文
芸
』（
雄
松
堂
フ
ィ

ル
ム
出
版
）
で
あ
る
。

【
総
目
次
】

『
大
衆
文
芸
』
創
刊
号　

第
一
巻
第
一
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
月
一
日
（
注
一
）

正
木
不
如
丘
、
画
・
執
筆
者
不
記
「
津
波
」�

二

長
谷
川
伸
、
画
・
井
川
洗
涯
「
敵
討
た
れ
へ
」�

三
八

小
酒
井
不
木
「
ク
ロ
ス
・
ワ
ー
ド
・
パ
ヅ
ル
と
探
偵
小
説
」�

七
〇

土
師
清
二
、
画
・
小
田
富
弥
「
瞽
文
大
患
録
」�

七
二

小
酒
井
不
木
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
人
工
心
臓
」�

一
〇
六

国
枝
史
郎
、
画
・
河
野
通
勢
「
五
右
衛
門
と
新
左
」�

一
三
六

国
枝
史
郎
「
信
玄
雑
感
」�

一
六
一

本
山
荻
舟
、
画
・
執
筆
者
不
記
「
妖
女
人
面
人
心
」�

一
六
二

平
山
蘆
江
、
画
・
吉
川
翠
渓
「
唐
人
船
」�

一
九
二

平
山
蘆
江
「
ひ
と
り
ご
と
」�

二
二
一

直
木
三
十
三
、
画
・
八
幡
憲
一
「
新
説
天
一
坊
」�

二
二
二

矢
田
挿
雲
、
画
・
牛
島
一
水
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

二
五
二

白
井
喬
二
、
画
・
清
水
三
重
三
「
獅
子
面
の
ぞ
き
」�

二
六
八

池
内
生
（
注
二
）「
編
集
後
記
」�

二
九
〇

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
九
〇

挿
絵 

…
… 
井
川
洗
涯
、
小
田
富
弥
、
伊
藤
幾
久
造
、
河
野
通
勢
、
太
田
雅
光
、
吉
川
翠
渓
、

　
　

 　
　

 

八
幡
憲
一
、
牛
島
一
水
、
清
水
三
重
三
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一
九
二
五
年
一
一
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
一
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

久
保
田
朝
興
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一　

報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

印
刷
所　

日
東
印
刷
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

印
刷
者　

左
手
薫
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
九
〇
頁
、
図
版
、
広
告
、

『
大
衆
文
芸
』
二
月
号　

第
一
巻
第
二
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
二
月
一
日

本
山
荻
舟
、
画
・
牛
島
一
水
「
風
流
試
膽
会
」�

二

平
山
蘆
江
、
画
・
吉
川
翠
渓
「
日
清
戦
争
―
―
唐
人
船
―
―
」　

二
の
巻�

三
〇

正
木
不
如
丘
、
画
・
大
井
九
三
「
お
梅
」�

六
〇

執
筆
者
不
記
「
世
相
ビ
ル
デ
ン
グ
案
内
図
」�

九
三

直
木
三
十
三
「
雑
音
」�

九
四

平
山
蘆
江
「
今
年
の
芝
居
」�

九
八

正
木
不
如
丘
「
新
聞
紙
上
の
医
事
」�

一
〇
〇

国
枝
史
郎
「
名
古
屋
芸
界
」�

一
〇
二

国
枝
史
郎
、
画
・
八
幡
憲
一
「
山
窩
の
恋
」�

一
〇
四

矢
田
挿
雲
、
画
・
太
田
雅
光
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

一
二
八

土
師
清
二
、
画
・
岩
田
専
太
郎
「
ふ
だ
ら
く
船
」�

一
五
六

江
戸
川
乱
歩
「
探
偵
小
説
は
大
衆
文
芸
か
」�
一
九
〇

土
師
清
二
「
道
頓
堀
で
の
独
り
言
」�
一
九
二

白
井
喬
二
「
独
楽
の
話
」�

一
九
六

長
谷
川
伸
、
画
・
河
野
通
勢
「
老
雑
兵
物
語
」�

一
九
八

小
酒
井
不
木
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
三
つ
の
痣
」�

二
三
二

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
五
一

池
内
生
「
編
集
後
記
」�

二
五
二

挿
絵 

…
… 

牛
島
一
水
、
八
幡
憲
一
、
日
名
子
実
三
（
注
三
）、
伊
藤
幾
久
造
、
吉
川
翠
渓
、

　
　

 　
　

 

大
井
九
三
、
河
野
通
勢
、
太
田
雅
光
、
岩
田
専
太
郎

一
九
二
五
年
一
二
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
二
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

久
保
田
朝
興
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

日
東
印
刷
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

印
刷
者　

左
手
薫
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
五
二
頁
、
図
版
、
写
真
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
三
月
号　

第
一
巻
第
三
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
三
月
一
日

平
山
蘆
江
、
画
・
吉
川
翠
渓
「
猶
太
の
狗
―
―
唐
人
船
三
の
巻
―
―
」�

二

示
羊
三
「
温
古
雑
記
抄
」�

三
三

江
戸
川
乱
歩
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
探
偵
小
説　

灰
神
楽
」�

三
四

土
師
清
二
、
画
・
岩
田
専
太
郎
「
白
い
手
の
笑
靨
」�

五
六

正
木
不
如
丘
「
生
活
を
面
白
く
す
る
」�

八
一

本
山
荻
舟
「
大
衆
料
理
講
座
」�

八
四

小
酒
井
不
木
「
毒
二
題
」�

八
六

未
署
名
「
髪
結
の
始
ま
り
」�

八
九

矢
田
挿
雲
、
画
・
橘
さ
ゆ
め
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

九
〇

国
枝
史
郎
、
画
・
名
取
春
仙
「
道
真
と
時
平
」�

一
一
八

長
谷
川
伸
、
画
・
太
田
雅
光
「
ひ
ま
ん
の
話
」�

一
四
八

直
木
三
十
五
「「
去
来
三
代
記
」
予
告
話
」�

一
七
六

示
羊
三
「
温
故
雑
記
抄
」�

一
七
九

平
山
蘆
江
「
新
聞
の
裏
」�

一
八
〇

土
師
清
二
「
元
禄
年
間
大
阪
雑
事
／
宝
永
年
間
大
阪
雑
事
」�

一
八
二



55

正
木
不
如
丘
、
画
・
大
井
九
三
「
猿
語
人
語
」�

一
八
四

本
山
荻
舟
、
写
真
（
彫
）・
日
名
子
実
三
「
天
文
比
翼
塚
」�

二
〇
四

白
井
喬
二
「
銭
番
論
語
」�

二
二
八

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
四
一

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
四
四

挿
絵 

…
… 

河
野
通
勢
、
吉
川
翠
渓
、
伊
藤
幾
久
造
、
岩
田
専
太
郎
、
橘
さ
ゆ
め
、
名
取
春
仙
、

　
　

 　
　

 

太
田
雅
光
、
大
井
九
三
、
日
名
子
実
三

一
九
二
五マ

マ

年
一
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
三
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

久
保
田
朝
興
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

日
東
印
刷
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

印
刷
者　

左
手
薫
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
四
四
頁
、
図
版
、
写
真
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
四
月
号　

第
一
巻
第
四
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
四
月
一
日

長
谷
川
伸
、
画
・
太
田
雅
光
「
旅
の
者
心
中
」�

二

平
山
蘆
江
、
画
・
吉
川
翠
渓
「
魂
迎
へ
―
唐
人
船
―
」
四
の
巻�

三
二

正
木
不
如
丘
、
画
・
八
幡
憲
一
「
雉
子
も
鳴
か
ず
ば
」�
五
四

直
木
三
十
五
「
雑
音
」�
八
五

国
枝
史
郎
「
木
曾
寸
景
」�

八
八

土
師
清
二
「
大
阪
乗
り
物
ば
な
し
」�

九
〇

長
谷
川
伸
「
漫
々
亭
抄
」�

九
二

土
師
清
二
、
画
・
執
筆
者
不
記
「
継
母
と
二
人
の
子
」�

九
四

小
酒
井
不
木
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
直
接
証
拠
」�

一
三
〇

国
枝
史
郎
、
画
・
水
島
爾
保
布
「
岷
山
の
隠
士
」�

一
五
一

平
山
蘆
江
「
話
相
手
」�

一
七
四

本
山
荻
舟
「
信
長
の
舌
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
二�

一
七
六

江
戸
川
乱
歩
「
探
偵
叢
話
」�

一
七
八

示
羊
三
「
温
故
雑
記
抄
」�

一
八
一

本
山
荻
舟
、
画
・
日
名
子
実
三
「
飯
盛
山
連
歌
」�

一
八
二

矢
田
挿
雲
、
画
・
橘
さ
ゆ
め
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

二
一
〇

白
井
喬
二
「
銭
番
論
語
」（
承
前
）�

二
三
九

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
四
七

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
五
二

挿
絵 

…
… 

河
野
通
勢
、
太
田
雅
光
、
吉
川
翠
渓
、
八
幡
憲
一
、
伊
藤
幾
久
造
、
水
島
爾
保
布
、

　
　

 　
　

 

日
名
子
実
三
、
橘
さ
ゆ
め

一
九
二
五マ

マ

年
二
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
四
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

広
瀬
憙
六
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

日
東
印
刷
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

印
刷
者　

左
手
薫
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
五
二
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
五
月
号　

第
一
巻
第
五
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
五
月
一
日

小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
死
の
接
吻
」�

二

土
師
清
二
、
画
・
小
田
富
弥
「
直
家
の
殺
し
方
」�

二
三

長
谷
川
伸
、
画
・
柴
田
春
光
「
敵
討
邯
鄲
枕
」�

五
〇

直
木
三
十
五
「
雑
音
」�

八
二

長
谷
川
伸
「
冷
た
く
云
へ
ば
」�

八
五

本
山
荻
舟
「
湯
豆
腐
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
三�

八
八
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平
山
蘆
江
「
間
」�

九
〇

平
山
蘆
江
、
画
・
吉
川
翠
渓
「
観
世
音
像
―
唐
人
船
―
」
五
の
巻�

九
四

本
山
荻
舟
、
舞
台
装
置
人
形
意
匠
・
太
田
雅
光
「
異
曲
伊
勢
物
語
」�

一
二
九

正
木
不
如
丘
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
本
人
の
登
場
」�

一
四
四

女
酒
花
（
同
人
課
題
）

　

長
谷
川
伸
「
延
寿
の
狂
薬
」�

一
七
二

　

小
酒
井
不
木
「
女
、
花
」�

一
七
五

　

土
師
清
二
「
悪
標
本
記
」�

一
七
七

　

本
山
荻
舟
「
花
、
酒
、
女
」�

一
七
九

　

国
枝
史
郎
「
花
い
ろ
〳
〵
」�

一
八
二

　

直
木
三
十
五
「
猶
未
だ
、
女
な
ら
」�

一
八
三

　

平
山
蘆
江
「
池
内
君
へ
」�

一
八
六

　

白
井
喬
二
「
酒
は
白
鷹
」�

一
八
八

　

矢
田
挿
雲
「
一
茶
と
花
」�

一
八
八

直
木
三
十
五
「
去
来
三
代
記
」�

一
九
二

矢
田
挿
雲
、
画
・
橘
さ
ゆ
め
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

二
一
六

編
集
子
「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
四
二

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
四
四

挿
絵 

…
… 

河
野
通
勢
、
大
沢
鉦
一
郎
、
小
田
富
弥
、
柴
田
春
光
、
吉
川
翠
渓
、
太
田
雅
光
、

　
　

 　
　

 

伊
藤
幾
久
造
、
橘
さ
ゆ
め

一
九
二
六
年
三
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
五
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

広
瀬
憙
六
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

日
東
印
刷
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

印
刷
者　

左
手
薫
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
四
四
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
六
月
号　

第
一
巻
第
六
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
六
月
一
日

国
枝
史
郎
、
画
・
河
野
通
勢
「
穏
亡
堀
」�

二

甲
賀
三
郎
、
画
・
水
島
爾
保
布
「
古
名
刺
奇
譚
」�

一
八

長
谷
川
伸
、
画
・
柴
田
春
光
「
世
に
出
ぬ
豪
傑
」�

四
七

正
木
不
如
丘
「
虫
の
い
ゝ
予
告
」�

八
一

土
師
清
二
「
ヘ
ツ
ポ
コ
記
者
」�

八
四

本
山
荻
舟
「
鱈
の
味
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
四�

八
六

小
酒
井
不
木
「
犯
罪
哀
話
」�

八
八

土
師
清
二
、
画
・
清
水
三
重
三
「
橋
の
下
の
義
民
」�

九
四

正
木
不
如
丘
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
光
り
苔
」�

一
二
四

示
羊
三
「
江
戸
雑
記
」�

一
四
七

平
山
蘆
江
、
画
・
平
山
清
郎
「
畜
生
成
仏
―
唐
人
船
―
」
六
の
巻�

一
四
八

処
女
作
の
思
ひ
出
（
読
者
課
題
）

　

長
谷
川
伸
「
ぽ
か
ん
と
書
い
た
」�

一
七
九

　

正
木
不
如
丘
「「
診
療
簿
余
白
」
経
緯
」�

一
八
一

　

平
山
蘆
江
「
青
銅
の
牛
」�

一
八
二

　

小
酒
井
不
木
「
京
都
日
出
新
聞
」�

一
八
四

　

国
枝
史
郎
「
処
女
作
不
愉
快
話
」�

一
八
六

　

本
山
荻
舟
「
盲
蛇
の
『
膝
栗
毛
』
か
ら
」�

一
八
七

　

江
戸
川
乱
歩
「
私
の
探
偵
趣
味
」�

一
八
九

　

直
木
三
十
五
「
課
題
に
答
ふ
」�

一
九
二

矢
田
挿
雲
、
画
・
橘
さ
ゆ
め
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

一
九
四

直
木
三
十
五
「
去
来
三
代
記
」�

二
一
一

本
山
荻
舟
、
舞
台
装
置
人
形
意
匠
・
太
田
雅
光
「
花
桐
の
少
将
―
続
異
曲
伊
勢
物
語
―
」

�

二
三
〇

編
集
子
「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
四
五
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池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
四
八

挿
絵 

…
… 

河
野
通
勢
、
水
島
爾
保
布
、
柴
田
春
光
、
清
水
三
重
三
、
伊
藤
幾
久
造
、
平
山
清
郎
、

　
　

 　
　

 

橘
さ
ゆ
め
、
太
田
雅
光

一
九
二
六
年
四
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
六
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

広
瀬
憙
六
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

日
東
印
刷
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

印
刷
者　

左
手
薫
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
四
八
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
七
月
号　

想
思
篇　

第
一
巻
第
七
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
七
月
一
日

小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
狂
女
と
犬
」�

二

土
師
清
二
、
画
・
執
筆
者
不
記
「
朝
鮮
事
件
覚
書
」�

一
九

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
大
御
所
命
乞
」�

三
四

正
木
不
如
丘
、
画
・
伊
藤
廉
「
勘
当
―
光
り
苔
―
」（
二
）�

五
七

矢
田
挿
雲
、
画
・
牛
島
一
水
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

八
二

本
山
荻
舟
「
小
鍋
立
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
五�

九
六

矢
田
挿
雲
「
処
女
作
の
追
憶
」�
九
七

土
師
清
二
「
思
ひ
出
す
ま
ゝ
」�

一
〇
〇

平
山
蘆
江
「
酒
井
野
梅
先
生
」�

一
〇
三

想
思
篇
（
特
別
読
物
）

　

長
谷
川
伸
、
画
・
河
野
通
勢
「
お
も
ち
や
の
女
」�

一
〇
六

　

土
師
清
二
、
画
・
清
水
三
重
三
「
貞
操
」�

一
三
四

　

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
色
即
是
空
」�

一
四
六

　

小
酒
井
不
木
「
変
な
恋
」�

一
五
六

　

本
山
荻
舟
「
月
な
ら
ば
十
三
夜
」�

一
六
〇

　

矢
田
挿
雲
「
初
恋
の
匂
」�

一
六
三

最
も
気
に
適
つ
た
土
地
（
同
人
課
題
）

　

小
酒
井
不
木
「
最
も
気
に
適
つ
た
土
地
」�

一
六
五

　

直
木
三
十
五
「「
土
地
」
に
就
て
答
ふ
」�

一
六
六

　

土
師
清
二
「
奈
良
」�

一
六
八

　

国
枝
史
郎
「
大
阪
、
信
州
、
名
古
屋
」�

一
七
〇

　

本
山
荻
舟
「
い
ろ
〳
〵
の
土
地
」�

一
七
二

　

平
山
蘆
江
「
思
ひ
出
す
儘
」�

一
七
四

　

矢
田
挿
雲
「
住
め
ば
都
」�

一
七
七

　

長
谷
川
伸
「
そ
の
土
地
の
人
次
第
」�

一
七
九

　

池
内
祥
三
「
春
の
琵
琶
湖
畔
と
秋
の
嵯
峨
野
」�

一
八
一

江
戸
川
乱
歩
「
お
勢
登
場
」�

一
八
二

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
何
阿
玉
―
唐
人
船
―
」
七
の
巻�

二
〇
〇

編
集
子
「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
三
八

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
四
〇

挿
絵 

…
… 

大
沢
鉦
一
郎
、
太
田
雅
光
、
伊
藤
廉
、
牛
島
一
水
、
河
野
通
勢
、
清
水
三
重
三
、

　
　

 　
　

 

平
山
蘆
江

一
九
二
六
年
五
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
七
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

広
瀬
憙
六
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

日
東
印
刷
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

印
刷
者　

左
手
薫
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
四
〇
頁
、
図
版
、
広
告
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『
大
衆
文
芸
』
八
月
号　

第
一
巻
第
八
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
八
月
一
日

土
師
清
二
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
重
助
の
場
合
」�

二

い
も
さ
く
「
わ
し
が
唄
」�

二
五

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
上
臈
流
罪
―
続
大
御
所
命
乞
―
」�

二
六

長
谷
川
伸
、
画
・
柴
田
春
光
「
蝙
蝠
安
」�

四
六

池
田
林
儀
「
若
返
り
の
水
車
小
屋
」�

七
九

白
井
喬
二
「
朝
日
ヶ
丘
よ
り
」�

八
二

平
山
蘆
江
「
屁
理
屈
」�

八
五

矢
田
挿
雲
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

八
八

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
美
し
き
母
―
唐
人
船
―
」
八
の
巻�

九
六

池
内
祥
三
「『
花
骨
牌
』
に
就
い
て
」�

一
二
九

湊
邦
三
、
画
・
河
野
通
勢
「
花
骨
牌
」（
推
薦
作
）�

一
三
〇

直
木
三
十
五
「
去
来
三
代
記
申
訳
篇
」�

一
六
九

長
谷
川
伸
「
二
三
臍
も
不
咬
」�

一
七
一

土
師
清
二
「
正
徳
享
保
年
間
大
阪
雑
事
」�

一
七
四

本
山
荻
舟
「
折
詰
の
鯛
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
六�

一
七
六

三
上
於
莵
吉
、
脚
色
・
監
督
・
直
木
三
十
五
、
撮
影
・
河
上
勇
喜
「
シ
ナ
リ
オ　

日
輪
」
後
篇

七
巻
（
連
合
映
画
芸
術
家
協
会
作
品
）�

一
七
八

正
木
不
如
丘
、
画
・
八
幡
白
帆
「
借
金
順
礼
―
光
り
苔
―
」（
三
）�

一
九
七

夜
の
旅
（
同
人
課
題
）

　

本
山
荻
舟
「
旅
の
女
三
態
」�

二
二
四

　

長
谷
川
伸
「
或
る
経
験
」�
二
二
八

　

国
枝
史
郎
「
夜
行
列
車
」�
二
三
一

　

土
師
清
二
「
眠
り
過
ぎ
る
」�

二
三
四

　

平
山
蘆
江
「
平
穏
無
事
」�

二
三
八

　

小
酒
井
不
木
「
夜
行
列
車
の
恐
怖
」�

二
四
一

　

正
木
不
如
丘
「
座
席
の
御
難
」�

二
四
三

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
四
六

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
四
八

挿
絵 

…
… 

平
山
清
郎
、
伊
藤
幾
久
造
、
太
田
雅
光
、
柴
田
春
光
、
平
山
蘆
江
、
河
野
通
勢
、

　
　

 　
　

 

八
幡
白
帆

一
九
二
六
年
六
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
八
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

広
瀬
憙
六
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

日
東
印
刷
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

印
刷
者　

左
手
薫
（
東
京
市
本
郷
区
真
砂
町
三
六
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
四
八
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
九
月
号　

第
一
巻
第
九
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
九
月
一
日

白
井
喬
二
、
画
・
岡
田
七
蔵
「
目
明
き
藤
五
郎
」�

二

小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
メ
ヂ
ユ
ー
サ
の
首
」�

三
二

長
谷
川
伸
、
画
・
柴
田
春
光
「
舶
来
巾
着
切
」�

五
〇

江
戸
川
乱
歩
「
乱
歩
打
開
け
話
」�

七
七

土
師
清
二
「
恥
・
色
情
・
猫
」�

八
二

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
北
地
処
女
考
」�

八
六

い
も
さ
く
「
わ
し
が
唄
」�

一
一
一

土
師
清
二
、
画
・
河
野
通
勢
「
鎌
倉
三
代
物
語
」�

一
一
二

国
枝
史
郎
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
物
語
二
つ
」�

一
四
四

池
田
林
儀
「
あ
る
軽
業
師
の
告
白
」�

一
五
二

本
山
荻
舟
「
し
よ
ツ
つ
る
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
七�

一
五
八

小
村
欣
一
、
尾
佐
竹
猛
、
山
本
久
三
郎
、
田
中
智
学
、
中
村
芝
鶴
、
桜
井
忠
温
、
鶴
見
祐
輔
、

笹
川
臨
風
「
名
士
の
声
」�

一
六
〇

矢
田
挿
雲
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

一
六
二
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直
木
三
十
五
「
去
来
三
代
記
―
発
端
篇
」
四�

一
六
九

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
日
見
峠
―
唐
人
船
―
」
九
の
巻�

一
八
八

苦
労
の
思
ひ
出
（
同
人
課
題
）

　

土
師
清
二
「
西
園
寺
公
の
顔
」�

二
一
五

　

本
山
荻
舟
「
食
へ
な
い
苦
労
」�

二
一
七

　

長
谷
川
伸
「
隧
道
崩
壊
」�

二
二
六

　

矢
田
挿
雲
「
苦
労
の
一
つ
」�

二
二
九

　

平
山
蘆
江
「
発
表
禁
止
」�

二
三
三

　

小
酒
井
不
木
「
苦
労
の
思
ひ
出
」�

二
三
五

　

直
木
三
十
五
「
苦
労
、
苦
労
、
苦
労
」�

二
三
七

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
四
二

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
四
八

表
紙
と
挿
絵

　

表
紙
「
紫
式
部
と
高
尾
」 

…
… 

河
野
通
勢

　

挿
絵 

…
… 

岡
田
七
蔵
、
大
沢
鉦
一
郎
、
柴
田
春
光
、
太
田
雅
光
、
河
野
通
勢
、
伊
藤
幾
久
造

一
九
二
六
年
七
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
九
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
四
八
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
一
〇
月
号　

現
代
畸
人
号　

第
一
巻
第
一
〇
号　
一九
二
六
（
大
正
一五
）
年
一
〇
月
一日

本
山
荻
舟
、
画
・
名
取
春
仙
「
二
度
あ
る
こ
と
」�

二

土
師
清
二
、
画
・
小
田
富
弥
「
崇
禅
寺
馬
場
」�

二
二

直
木
三
十
五
「
去
来
三
代
記
―
発
端
篇
」
五�

五
一

閑
養
軒
「
退
屈
者
散
歩
」�

七
八

長
谷
川
伸
「
偽
物
一
瞥
」�

八
一

江
戸
川
乱
歩
「
鏡
地
獄
」�

八
四

国
枝
史
郎
「
手
」�

一
〇
一

長
谷
川
伸
、
画
・
河
野
通
勢
「
錦
の
褌
」�

一
〇
六

木
村
荘
八
、
木
村
綿
花
、
福
地
信
世
、
宮
田
修
、
藤
原
咲
平
、
下
村
海
南
「
名
士
の
声
」

�

一
一
〇

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
唐
人
船
」
十
の
巻
、
十
一
の
巻�

一
三
〇

い
も
さ
く
「
わ
し
が
唄
」�

一
八
一

本
山
荻
舟
「
鍋
い
ろ
〳
〵
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
八�

一
八
二

白
井
喬
二
「
朝
日
ケ
丘
よ
り
」�

一
八
四

現
代
畸
人
（
特
別
読
物
）

　

本
山
荻
舟
「
ま
た
ぎ
き
畸
人
伝
」�

一
八
七

　

土
師
清
二
「
坂
田
名
人
断
片
」�

一
九
二

　

直
木
三
十
五
「
身
辺
変
事
」�

一
九
六

　

長
谷
川
伸
「
生
け
る
殉
死
」�

二
〇
〇

小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
新
案
探
偵
法
」�

二
〇
二

矢
田
挿
雲
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

二
一
九

編
集
子
「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
三
〇

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
三
二

表
紙
と
挿
絵

　

表
紙
「
琴
棋
書
画
之
図
」 

…
… 

河
野
通
勢

　

挿
絵 

…
… 

名
取
春
仙
、
小
田
富
弥
、
河
野
通
勢
、
大
沢
鉦
一
郎
、
平
山
蘆
江

一
九
二
六
年
八
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
一
〇
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）
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発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
三
二
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
一
一
月
号　

第
一
巻
第
一
一
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
一
月
一
日

正
木
不
如
丘
、
画
・
大
井
九
三
「
初
恋
」�

二

土
師
清
二
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
小
説
以
上
」�

三
三

湊
邦
三
、
画
・
河
野
通
勢
「
艶
書
殺
人
」�

四
六

本
山
荻
舟
「
野
菜
礼
讃
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
九�

八
二

平
山
蘆
江
「
野
梅
三
週
忌
」�

八
四

池
内
祥
三
「『
身
替
り
』
の
作
者
に
つ
い
て
」�

八
九

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
仇
討
共
倒
れ
」�

九
〇

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
河
内
山
宗
俊
」�

一
二
二

二
木
鮒
三
、
画
・
柴
田
春
光
「
身
替
り
」（
推
薦
作
）�

一
三
七

矢
田
挿
雲
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」�

一
五
八

柳
田
国
男
、
小
杉
未
醒
、
松
居
松
翁
、
岸
辺
福
雄
、
鈴
木
文
四
郎
「
名
士
の
声
」�

一
七
二

白
井
喬
二
「
朝
日
ケ
丘
よ
り
」�

一
七
八

死
の
さ
ま
ざ
ま
（
読
者
課
題
）

　

ク
ル
ビ
ン
ス
キ
ー
、
訳
・
小
酒
井
不
木
「
彼
の
死
」�

一
八
二

　

土
師
清
二
「
卒
堵
婆
に
酒
を
あ
び
せ
る
」�
一
九
六

　

本
山
荻
舟
「
私
が
死
ん
だ
ら
」�
二
〇
三

　

平
山
蘆
江
「
あ
る
姉
と
妹
」�

二
〇
七

　

江
戸
川
乱
歩
「
吸
血
鬼
」�

二
一
一

編
集
子
「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
一
六

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
二
〇

表
紙
と
挿
絵

　

表
紙
「
酉
の
市
」 

…
… 

河
野
通
勢

　

挿
絵 

…
… 

大
井
九
三
、
伊
藤
幾
久
造
、
河
野
通
勢
、
太
田
雅
光
、
平
山
蘆
江
、
柴
田
春
光

一
九
二
六
年
九
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
一
一
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
二
〇
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
一
二
月
号　

第
一
巻
第
一
二
号　

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
一
二
月
一
日

ク
ラ
ウ
ヂ
オ
・
バ
ス
ト
、
訳
・
小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
他
の
女
」�

二

土
師
清
二
、
画
・
小
田
富
弥
「
船
饅
頭
」�

一
四

直
木
三
十
五
「
去
来
三
代
記
」
発
端
篇
六�

二
六

正
木
不
如
丘
「
鏡
―
光
り
苔
―
」（
四
）�

三
六

長
谷
川
伸
「
唄
香
華
―
逝
け
る
妻
へ
―
」�

六
三

寺
田
瑛
「
時
間
を
盗
ま
う
と
し
た
話
」�

六
四

本
山
荻
舟
「
続
野
菜
礼
讃
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
一
〇�

六
七

直
木
三
十
五
「
何
を
し
て
ゐ
る
の
だ
」�

六
九

平
山
蘆
江
「
屁
の
話
」�

七
二

阿
部
淑
子
、
画
・
河
野
通
勢
「
男
を
恋
す
る
男
」（
推
薦
作
）�

七
四

池
内
祥
三
「「
男
を
恋
す
る
男
」
の
作
者
」�

九
五

二
木
鮒
三
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
朔
の
散
歩
（
Ａ
刑
事
の
打
ち
開
け
話
）」�

九
六

平
山
蘆
江
「
脚
本　

赤
穂
不
義
士
」�

一
一
四

あ
の
男
「
北
海
道
の
女
」�

一
三
四

中
村
芝
鶴
「
弗
入
―
夢
の
お
話
―
」�

一
三
六
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平
山
蘆
江
「
長
谷
川
君
と
私
」�

一
三
九

白
井
喬
二
「
朝
日
ケ
丘
よ
り
」�

一
四
二

未
署
名
「
新
年
号
予
告
」�

一
四
四

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
禁
酒
」�

一
四
六

安
藤
静
花
、
画
・
八
幡
白
帆
「
あ
の
人
た
ち
」（
推
薦
作
）�

一
六
九

少
年
時
代
の
愛
読
書
（
同
人
課
題
）

　

土
師
清
二
「
枕
だ
こ
」�

一
九
四

　

小
酒
井
不
木
「
少
年
時
代
の
愛
読
書
」�

一
九
七

　

平
山
蘆
江
「
由
良
之
助
と
語
る
」�

一
九
九

　

本
山
荻
舟
「
絵
本
絵
草
紙
か
ら
」�

二
〇
三

　

池
内
祥
三
「
雑
誌
中
毒
」�

二
〇
六

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
一
五

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
二
〇

表
紙
と
挿
絵

　

表
紙
「
獅
子
面
」 

…
… 

平
山
蘆
江

　

挿
絵 

…
… 

大
沢
鉦
一
郎
、
小
田
富
弥
、
河
野
通
勢
、
八
幡
白
帆
、
伊
藤
幾
久
造
、
太
田
雅
光

一
九
二
六
年
一
〇
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
六
年
一
二
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
二
〇
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
新
年
号　

第
二
巻
第
一
号　

一
九
二
七
（
大
正
一
六
〔
昭
和
二
〕）
年
一
月
一
日

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
唐
人
船
―
地
の
巻
―
」
第
一�

二

土
師
清
二
、
画
・
小
田
富
弥
「
大
笑
す
る
政
宗
」�

三
八

足
立
朗
々
、
画
・
金
森
観
陽
「
伝
三
郎
武
勇
伝
」�

五
六

甲
賀
三
郎
、
画
・
水
島
爾
保
布
「
黒
衣
を
纏
ふ
人
」�

七
八

長
谷
川
伸
「
わ
し
が
唄
」�

一
一
三

平
山
蘆
江
「
夢
見
袋
」�

一
一
四

本
山
荻
舟
「
わ
が
家
の
雑
煮
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
一
一�

一
一
六

（
瑞
典
）
エ
ス
・
ア
・
ド
ウ
ー
ゼ
、
訳
・
小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
毒
蛇
の
秘
密
」

（
第
一
回
）�

一
一
八

藤
島
一
虎
、
画
・
小
林
永
二
郎
「
敵
討
地
蔵
和
讃
」（
推
薦
作
）�

一
四
七

山
本
柳
葉
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
兵
衛
の
仇
」�

一
七
六

林
不
忘
、
画
・
河
野
通
勢
「
武
将
成
敗
記
」�

一
九
八

最
初
の
収
入
（
同
人
課
題
）

　

長
谷
川
伸
「
悪
字
の
理
由
」�

二
二
五

　

国
枝
史
郎
「
最
初
の
所
得
」�

二
二
七

　

直
木
三
十
五
「
十
一
円
五
十
銭
」�

二
二
八

　

平
山
蘆
江
「
賞
金
と
俸
給
と
」�

二
三
二

　

土
師
清
二
「
最
初
の
収
入
」�

二
三
六

　

本
山
荻
舟
「
初
収
入
い
ろ
〳
〵
」�

二
四
二

湊
邦
三
、
画
・
八
幡
白
帆
「
藤
馬
は
強
い
」�

二
四
五

葉
多
黙
太
郎
、
画
・
河
野
通
勢
「
く
ゞ
つ
の
女
」（
推
薦
作
）�

二
九
四

長
谷
川
伸
、
画
・
柴
田
春
光
「
八
百
蔵
吉
五
郎
」（
二
幕
）�

三
二
二

寺
田
瑛
「
ス
ポ
ー
ツ
と
道
楽
」�

三
五
七

平
山
蘆
江
「
喧
嘩
変
遷
記
」�

三
五
九

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
日
蓮
新
説
法
」�

三
六
三

小
原
俊
一
郎
、
画
・
執
筆
者
不
記
「
陽
炎
」（
一
幕
）（
推
薦
作
）�

三
八
八

横
溝
正
史
「
山
名
耕
作
の
不
思
議
な
生
活
」�

四
一
四

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

四
三
七

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

四
四
〇
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表
紙
と
挿
絵

　

表
紙 

…
… 

平
山
清
郎

　

挿
絵 

…
… 

平
山
蘆
江
、
小
田
富
弥
、
金
森
観
陽
、
水
島
爾
保
布
、
大
沢
鉦
一
郎
、
小
林

　
　
　

 　
　

 

永
二
郎
、
伊
藤
幾
久
造
、
河
野
通
勢
、
柴
田
春
光
、
八
幡
白
帆
、
太
田
雅
光

一
九
二
六
年
一
一
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
七
年
一
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

定　

価　

一
円

形　

態　

A
五
版
、
四
四
〇
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
二
月
号　

第
二
巻
第
二
号　

一
九
二
七
（
大
正
一
六
〔
昭
和
二
〕）
年
二
月
一

日長
谷
川
伸
、
画
・
名
取
春
仙
「
三
介
の
面
」�

二

（
瑞
典
）
エ
ス
・
ア
・
ド
ウ
ー
ゼ
、
訳
・
小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
毒
蛇
の
秘
密
」

（
第
二
回
）�

二
八

本
地
正
輝
、
画
・
清
水
三
重
三
「
妖
気
」�

五
六

長
谷
川
伸
「
わ
し
が
唄
」�

七
九

長
谷
川
伸
「
天
狗
都
々
逸
」�
八
〇

土
師
清
二
「
思
ふ
事
」�
八
二

本
山
荻
舟
「
汁
い
ろ
〳
〵
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
一
二�

八
三

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
茶
の
湯
談
義
―
日
蓮
新
説
法
」
そ
の
二�

八
六

野
村
無
名
庵
、
画
・
金
森
観
陽
「
手
品
師
受
難
」（
推
薦
作
）�

一
〇
二

山
上
伊
太
郎
「
傀
儡
師
―
墓
穴
は
ま
だ
掘
れ
な
い
か
―
」（
推
薦
作
）�

一
二
四

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
唐
人
船
―
地
の
巻
―
」
第
二�

一
四
四

梧
桐
知
秋
、
画
・
河
野
通
勢
「
悉
有
仏
性　

し
ば
い
」（
推
薦
作
）�

一
七
二

平
山
蘆
江
「
爪
の
星
」�

一
九
三

寺
田
瑛
「
あ
そ
び
」�

一
九
五

平
山
蘆
江
「
長
谷
川
伸
作
松
竹
座
上
演　

世
に
出
ぬ
豪
傑　

井
上
正
夫
氏
へ
」�

一
九
七

本
山
荻
舟
「
世
に
出
た
豪
傑
」�

一
九
九

俺
の
空
想
（
読
者
課
題
）

　

土
師
清
二
「
機
関
銃
」�

二
〇
一

　

長
谷
川
伸
「
空
想
の
空
想
」�

二
〇
五

　

本
山
荻
舟
「
空
想
の
関
所
」�

二
〇
八

　

平
山
蘆
江
「
空
想
年
代
記
」�

二
一
〇

二
十
一
日
会
同
人
「
慎
み
て
哀
悼
の
意
を
表
し
奉
る
」�

二
一
四

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
一
五

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
二
二

表
紙
と
挿
絵

　

表
紙 

…
… 

平
山
清
郎

　

挿
絵 

…
… 

伊
藤
幾
久
造
、
河
野
通
勢
、
名
取
春
仙
、
大
沢
鉦
一
郎
、
清
水
三
重
三
、
太
田

　
　
　

 　
　

 

雅
光
、
平
山
蘆
江
、
金
森
観
陽

一
九
二
六
年
一
二
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
七
年
二
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
二
二
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
三
月
号　

第
二
巻
第
三
号　

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
三
月
一
日
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与
良
松
三
郎
「「
西
南
戦
争
」
と
「
弱
い
奴
強
い
奴
」」�

巻
頭

国
枝
史
郎
、
画
・
河
野
通
勢
「
蜜
蜂
」�

二

藤
島
一
虎
、
画
・
岡
田
七
蔵
「
生
命
の
貼
札
」�

二
〇

（
瑞
典
）
エ
ス
・
ア
・
ド
ウ
ー
ゼ
、
訳
・
小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
毒
蛇
の
秘
密
」

（
第
三
回
）�

五
四

長
谷
川
伸
「
わ
し
が
唄
」�

八
三

直
木
三
十
五
「
吾
が
大
衆
文
芸
陣
（
一
）　

青
野
相
馬
両
氏
に
与
ふ
」�

八
四

長
谷
川
伸
、
画
・
柴
田
春
光
「
仇
討
人
」（
一
幕
二
場
）�

八
八

土
師
清
二
、
画
・
岡
本
一
平
「
備
後
吉
上
機
嫌
」�

一
一
三

山
上
伊
太
郎
「
傀
儡
師
」
其
二�

一
三
六

長
谷
川
伸
「
曲
馬
の
子
供
達
」�

一
五
五

示
洋
三
「
笑
ひ
き
れ
ぬ
話
」�

一
五
七

国
枝
史
郎
「
小
酒
井
氏
の
紅
蜘
蛛
綺
譚
」�

一
五
八

湊
邦
三
、
画
・
小
林
三
喜
雄
「
満
月
」�

一
六
〇

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
龍
の
口
回
顧　

日
蓮
新
説
法
」
そ
の
三�

一
九
四

理
想
の
美
人
（
読
者
課
題
）

　

土
師
清
二
「
下
ら
な
い
課
題
」�

二
一
一

　

直
木
三
十
五
「
阿
呆
ら
し
い
―
」�

二
一
四

　

本
山
荻
舟
「
落
第
生
の
理
想
」�

二
一
八

「
大
衆
文
芸
往
来
」�
二
二
一

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�
二
二
四

表
紙
と
挿
絵

　

表
紙 

…
… 

平
山
清
郎

　

挿
絵 

…
… 

伊
藤
幾
久
造
、
河
野
通
勢
、
岡
田
七
蔵
、
柴
田
春
光
、
岡
本
一
平
、
太
田
雅
光
、

　
　
　

 　
　

 

大
沢
鉦
一
郎
、
小
林
三
喜
雄

一
九
二
七
年
一
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
七
年
三
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
二
四
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
四
月
号　

第
二
巻
第
四
号　

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
四
月
一
日

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
唐
人
船
―
地
の
巻
―
」
第
三�

二

直
木
三
十
五
「
吾
が
大
衆
文
芸
陣
（
二
）　

橋
爪
健
君
に
与
へ
て
「
人
生
的
意
義
」
を
冷
笑
す
」

�

四
四

安
藤
静
花
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
褌
を
縫
ふ
男
の
家
」�

四
八

山
上
伊
太
郎
「
傀
儡
師
」
其
三�

七
八

土
師
清
二
「
放
火
草
」�

一
〇
一

直
木
三
十
五
、
画
・
河
野
通
勢
「
細
聞
雲
母
阪
」�

一
〇
六

長
谷
川
伸
、
画
・
柴
田
春
光
「
高
館
弁
慶
」�

一
二
四

長
谷
川
伸
「
拙
作
「
高
舘
弁
慶
」
未
完
と
な
つ
た
事
情
を
述
べ
ま
す
」�

一
三
一

岳
三
千
古
、
画
・
岡
田
七
蔵
「
大
赦
」（
推
薦
作
） �

一
三
二

「
次
号
（
五
月
号
）
予
告
！
！
！
」�

一
四
六

国
枝
史
郎
、
画
・
清
水
三
重
三　
「
郡
上
の
八
幡
」�

一
四
八

本
山
荻
舟
「
通
で
あ
り
過
ぎ
る　
『
赤
穂
不
義
士
』
と
『
八
百
蔵
吉
』�

一
八
〇

平
山
蘆
江
「
心
意
気
」�

一
八
二

長
谷
川
伸
「
わ
し
が
唄
」�

一
八
三

本
山
荻
舟
「
飯
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
一
三�

一
八
四

小
酒
井
不
木
、
画
・
松
田
種
次
「
探
偵
小
説
劇　

龍
門
党
異
聞
」
全
三
幕
七
場�

一
八
六

最
も
印
象
に
残
つ
た
人
（
読
者
課
題
）

　

直
木
三
十
五
「
残
念
印
象
記
」�

二
三
八

　

土
師
清
二
「「
箱
乗
り
」
そ
の
他
」�

二
四
四
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蕪
坂
蜷
「
阿
嬌
」（
入
選
）�

二
四
七

　

長
谷
川
伸
「
ど
こ
か
の
婆
さ
ま
」�

二
五
〇

　

小
林
専
一
「
彼
女
の
眼
」（
入
選
）�

二
五
三

　

大
崎
章
二
「
頬
の
刀
傷
」（
入
選
）�

二
五
四

　

矢
田
挿
雲　
「
子
規
と
の
初
対
面
」�

二
五
五

　

江
戸
川
乱
歩
「
参
与
官
と
労
働
代
表
」�

二
五
九

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
六
三

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
六
四

表
紙
と
挿
絵

　

表
紙 

…
… 

平
山
蘆
江
（
注
四
）

　

挿
絵 

…
… 

河
野
通
勢
、
伊
藤
幾
久
造
、
松
田
種
次
、
平
山
蘆
江
、
岡
田
七
蔵
、
清
水
三
重
三

一
九
二
七
年
二
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
七
年
四
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
六
四
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
五
月
号　

第
二
巻
第
五
号　

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
五
月
一
日

長
谷
川
伸
、
画
・
柴
田
春
光
「
高
館
弁
慶
」�
四

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
新
聞
論
議　

日
蓮
新
説
法
」
そ
の
四�

二
〇

直
木
三
十
五
「
吾
が
大
衆
文
芸
陣
（
三
）　

谷
崎
精
二
君
に
与
へ
て
通
俗
非
通
俗
を
説
く
」

�

二
九

土
師
清
二
、
画
・
小
田
富
弥
「
か
ら
す
金
」（
シ
ナ
リ
オ
風
）�

三
四

命
拾
ひ
を
し
た
話
（
同
人
課
題
）

　

小
寺
古
面
「
殺
人
鬼
入
江
三
郎
の
凶
刃
」（
入
選
）�

六
八

　

薄
井
清
風
「
銃
弾
命
中
」（
入
選
）�

七
〇

　

加
藤
博
「
虎
の
爪
に
」（
入
選
）�

七
一

　

小
川
昌
「
隣
の
男
」（
入
選
）�

七
三

　

相
羽
有
「
空
中
の
ア
ク
シ
ダ
ン
」（
入
選
）�

七
五

　

矢
田
挿
雲
「
命
拾
い
三
つ
」�

七
七

（
瑞
典
）
エ
ス
・
ア
・
ド
ー
ゼ
、
訳
・
小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
毒
蛇
の
秘
密
」（
第

四
回
）�

八
六

山
上
伊
太
郎
「
傀
儡
師
」
其
四�

一
〇
一

本
山
荻
舟
「
汁
か
け
茶
漬
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
一
四�

一
二
六

土
師
清
二
「「
大
赦
」
と
「
剣
劇
」」�

一
二
八

福
原
雨
六
「
大
衆
文
芸
東
々
逸
」�

一
三
〇

湊
邦
三
「
二
十
一
日
会
初
出
席
の
記
」�

一
三
四

直
木
三
十
五
、
画
・
河
野
通
勢　
「
細
聞
雲
母
阪
」�

一
三
六

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
唐
人
船
―
地
の
巻
―
」
第
四�

一
五
四

直
木
三
十
五
「
剣
法
雑
爼
」�

一
七
一

平
山
蘆
江
「
春
さ
め
」�

一
八
二

長
谷
川
伸
「
わ
し
が
唄
」�

一
八
三

正
木
不
如
丘
「
飯
縄
原
」�

一
八
四

江
戸
川
乱
歩
選
「
募
集
小
咄
」�

二
〇
二

矢
田
挿
雲
選
「
春
季
雑
題
」�

二
〇
四

長
谷
川
伸
選
「
都
々
逸
」（
十
一
首
）�

二
〇
五

俎
上
の
人　

本
山
荻
舟
（「
人
」
及
び
そ
の
「
作
品
」）

　

本
山
荻
舟
「
新
聞
論
議　

日
蓮
新
説
法
」
そ
の
四
（
原
稿
影
印
）�

二
〇
六

　

渡
辺
寿
三
郎
「
旧
師
の
見
た
る
本
山
仲
造
」�

二
〇
七

　

能
仁
事
一
「
本
山
君
の
日
蓮
研
究
」�

二
〇
八

　

多
田
紅
太
郎
「
二
十
年
前
の
荻
さ
ん
」�

二
一
一

　

田
村
西
男
「
私
の
テ
キ
さ
ん
」�

二
一
三
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国
枝
史
郎
「
荻
舟
氏
初
見
参
印
象
」�

二
一
五

　

花
の
茶
屋
主
人
「
な
か
〳
〵
の
食
通
」�

二
一
八

　

菊
池
寛
「
気
品
あ
る
作
風
」�

二
一
九

　

土
師
清
二
「
本
山
さ
ん
の
著
作
」�

二
二
〇

　

長
谷
川
伸
「
劇
評
に
現
れ
た
る
特
異
点
」�

二
二
一

　

池
田
林
儀
「
新
聞
記
者
と
し
て
」�

二
二
二

　

池
内
祥
三
「
そ
の
挿
話
」�

二
二
四

　

船
井
梅
南
「
写
真
鑑
定
」�

二
二
七

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
三
〇

「
新
刊
紹
介
」�

二
三
三

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
三
四

表
紙
と
挿
絵

　

表
紙 

…
… 

平
山
清
郎

　

挿
絵 

…
… 

柴
田
春
光
、
太
田
雅
光
、
大
沢
鉦
一
郎
、
伊
藤
幾
久
造
、
小
田
富
弥
、
河
野
通
勢
、

　
　
　

 　
　

 

平
山
蘆
江

一
九
二
七
年
三
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
七
年
五
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
三
四
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
六
月
号　

第
二
巻
第
六
号　

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
六
月
一
日

長
谷
川
伸
、
画
・
水
島
爾
保
布
「
柄
杓
酒
」（
一
幕
）�

六

潮
山
長
三
、
画
・
木
村
荘
八
「
幽
明
鏡
草
紙
」�

二
〇

長
谷
川
伸
「
わ
し
が
唄
」�

四
七

木
村
哲
二
、
画
・
金
森
観
陽
「
春
宮
冊
子
畸
聞
」（
推
薦
作
）�

四
八

女
だ
つ
た
ら
、
男
だ
つ
た
ら
（
同
人
課
題
）

　

青
柳
春
海
「
暴
行
者
死
刑
」（
入
選
）�

六
六

　

小
山
栄
二
「
江
戸
の
名
残
に
も
」（
入
選
）�

六
八

　

三
良
し
か
を
「
日
本
髷
、
日
本
髷
」（
入
選
）�

七
一

　

衣
笠
雅
逸
「
玩
具
を
な
ぶ
る
女
」（
入
選
）�

七
二

　

金
沢
十
九
「
理
髪
師
に
」（
入
選
）�

七
四

　

堀
部
美
津
子
「
私
が
男
で
あ
つ
た
ら
」（
入
選
）�

七
七

山
上
伊
太
郎
「
傀
儡
師
」
其
五�

七
九

（
瑞
典
）
エ
ス
・
ア
・
ド
ウ
ー
ゼ
、
訳
・
小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
毒
蛇
の
秘
密
」

（
第
五
回
）�

九
八

土
師
清
二
「
き
つ
ね
」�

一
一
四

長
谷
川
伸
「
大
銭
小
銭
」�

一
二
八

平
山
蘆
江
「
四
月
録
」�

一
三
〇

本
山
荻
舟
「
魚
じ
ま
の
話
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
一
五�

一
三
三

平
山
蘆
江
「
雲
の
峯
」（
注
五
）�

一
三
六

平
山
蘆
江
選
「
眠
気
と
雨
」（
都
々
逸
）�

一
三
七

国
枝
史
郎
選
「
短
歌
雑
詠
」�

一
三
八

本
山
二
牛
選
「
当
季
（
春
、
夏
）
雑
題
」�

一
三
九

白
井
喬
二
選
「
川
柳
「
赤
」」�

一
四
〇

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
唐
人
船
―
地
の
巻
―
」
第
五�

一
四
二

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
凡
夫　

日
蓮
新
説
法
」
そ
の
五�

一
六
四

漫
々
亭
「
茶
話
夜
話
（
一
）
―
手
控
へ
か
ら
活
字
へ
―
」�

一
七
六

殺
人
奇
譚

　

小
酒
井
不
木
「
笑
話
と
殺
人
」�

一
七
八

　

二
木
鮒
三
「
公
傷
患
者
の
憤
怒
」�

一
八
一

　

平
山
蘆
江
「
修
羅
場
実
説
」�

一
八
四
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正
木
不
如
丘
「
医
者
の
失
敗
」�

一
八
七

　

本
山
荻
舟
「
斬
る
か
突
く
か
」�

一
八
九

市
村
菊
吉
「
耳
朶
袋
―
あ
ら
し
や
ば
手
記
―
」�

一
九
三

俎
上
の
人　

江
戸
川
乱
歩
（「
人
」
及
び
「
作
品
」
に
つ
い
て
）

　

森
下
雨
村
「
江
戸
川
君
と
私
」�

一
九
七

　

小
酒
井
不
木
「
江
戸
川
氏
と
私
」�

一
九
九

　

甲
賀
三
郎
「
キ
ビ
〳
〵
し
た
青
年
紳
士
」�

二
〇
一

　

春
日
野
緑
「
乱
歩
君
の
印
象
」�

二
〇
三

　

星
野
辰
男
「
気
分
屋
」�

二
〇
五

　

川
崎
や
す
子
「
純
な
太
郎
さ
ん
」�

二
〇
七

　

本
位
田
準
一
「
江
戸
川
乱
歩
の
旧
悪
」�

二
一
〇

　

江
戸
川
乱
歩
「
僕
の
職
業
変
遷
史
」�

二
一
三

　

池
内
祥
三
「
あ
る
日
の
乱
歩
氏
」�

二
一
五

　

福
田
耕
一
「
筆
蹟
鑑
定
」�

二
一
七

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
一
九

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
二
二

表
紙
と
挿
絵

　

表
紙 

…
… 

平
山
清
郎

　

挿
絵 

…
… 

河
野
通
勢
、
伊
藤
幾
久
造
、
水
島
爾
保
布
、
木
村
荘
八
、
金
森
観
陽
、
大
沢

　
　
　

 　
　

 

鉦
一
郎
、
太
田
雅
光
、
平
山
蘆
江

一
九
二
七
年
四
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
七
年
六
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）

発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
二
二
頁
、
図
版
、
広
告

『
大
衆
文
芸
』
七
月
号　

第
二
巻
第
七
号　

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
七
月
一
日

正
木
不
如
丘
、
画
・
湊
悦
二
「
快
刀
乱
麻
（
上
）
―
光
り
苔
」（
五
）�

六

松
野
乙
喜
久
「
野
太
鼓
調
子
＝
新
古
貼
り
交
ぜ
＝
」�

二
七

湊
邦
三
、
画
・
小
林
三
喜
雄
「
嗤
つ
て
千
両
」（
上
篇
）�

二
八

残
念
物
語
（
課
題
）

　

寺
田
幸
吉
「
残
念
以
上
」�

五
〇

　

太
田
棟
星
「
泥
棒
と
巡
査
と
金
」�

五
三

　

高
橋
三
男
「
や
ぶ
つ
て
捨
た
三
千
円
」�

五
五

岡
田
耕
平
、
画
・
金
森
観
陽
「
悪
鬼
に
な
つ
た
ピ
リ
ト
」（
推
薦
作
）�

六
〇

長
谷
川
伸
、
画
・
伊
藤
幾
久
造
「
彼
我
二
通
」�

九
二

旅
の
思
ひ
出
（
随
筆
）

　

長
谷
川
伸
「
三
つ
の
旅
」�

一
〇
五

　

安
藤
盛
「
蕃
界
の
孤
児
」�

一
〇
六

　

木
村
哲
二
「
署
長
室
の
芸
者
」�

一
〇
八

　

国
枝
史
郎
「
定
住
居
を
厭
ふ
心
」�

一
一
〇

　

二
木
鮒
三
「
赤
城
山
行
」�

一
一
二

　

梧
桐
知
秋
「
パ
ス
の
旅
」�

一
一
三

　

土
師
清
二
「
茶
代
五
十
銭
」�

一
一
五

　

本
地
正
輝
「
傷
心
断
腸
の
旅
」�

一
一
八

　

藤
島
一
虎
「
新
潟
美
人
と
お
け
さ
節
」�

一
二
〇

　

岳
三
千
古
「
隣
室
の
泣
き
声
」�

一
二
一

　

小
酒
井
不
木
「
ア
ル
カ
シ
ヨ
ン
の
思
ひ
出
」�

一
二
三

　

山
本
柳
葉
「
佐
渡
を
訪
へ
る
時
」�

一
二
六

　

林
不
忘
「
年
寄
ぶ
つ
て
み
る
」�

一
二
七

　

正
木
不
如
丘
「
二
股
大
根
」�

一
二
九

　

阿
部
淑
子
「
熱
海
へ
の
旅
」�

一
三
一
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潮
山
長
三
「
新
潟
美
人
一
寸
拝
見
」�

一
三
三

　

足
立
朗
々
「
旅
の
思
ひ
出
」�

一
三
五

　

甲
賀
三
郎
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」�

一
三
七

　

湊
邦
三
「
病
め
る
援
兵
」�

一
三
九

　
「
馴
染
の
な
い
地
名
」�

一
四
一

本
山
荻
舟
「
精
進
物
礼
讃
＝
大
衆
料
理
講
座
＝
」
其
一
六�

一
四
二

漫
々
亭
「
茶
話
夜
話
（
二
）
―
手
控
へ
か
ら
活
字
へ
―
」�

一
四
四

純
生
（
名
古
屋
）「
山
本
鉄
眉
に
就
い
て
」�

一
四
六

土
師
清
二
「
飲
む
前
の
話
」�

一
四
六

平
山
蘆
江
「
五
月
録
」�

一
四
九

「
九
世
柄
井
川
柳
の
句
」「
蠅
の
目
の
効
能
」�

一
五
〇

二
十
一
日
会
同
人
「「
柄
杓
酒
」
上
演
に
際
し
て
」�

一
五
一

（
瑞
典
）
エ
ス
・
ア
・
ド
ウ
ー
ゼ
、
訳
・
小
酒
井
不
木
、
画
・
大
沢
鉦
一
郎
「
毒
蛇
の
秘
密
」

（
第
六
回
）�

一
五
二

直
木
三
十
五
「
吾
が
大
衆
文
芸
陣
（
四
）　

宇
野
浩
二
に
与
へ
て
文
芸
の
分
野
を
説
く
」

�

一
七
〇

「
帝
劇
の
「
龍
門
党
異
聞
」
劇
」�

一
七
〇

本
山
荻
舟
「
龍
門
党
劇
断
片
」�

一
七
〇

木
村
哲
二
「
偉
大
な
る
哉
大
衆
劇
」�

一
七
二

湊
邦
三
「
面
白
か
つ
た
」�
一
七
三

長
谷
川
伸
「
戯
曲
へ
の
進
出
」�
一
七
四

池
内
祥
三
「
仲
間
部
屋
の
訴
へ
」�

一
七
五

「
新
刊
紹
介
」�

一
七
六

直
木
三
十
五
選
「
川
柳
課
題
「
髭
」」�

一
七
九

本
山
荻
舟
、
画
・
太
田
雅
光
「
禁
欲
生
活
是
非
―
日
蓮
新
説
法
」
そ
の
六�

一
八
〇

平
山
蘆
江
、
画
・
自
画
「
唐
人
船
―
地
の
巻
―
」
第
六�

一
九
〇

平
山
蘆
江
「
蚊
帳
の
月
」�

二
〇
四

長
谷
川
伸
「
わ
し
が
唄
」�

二
〇
五

小
酒
井
不
木
選
「
募
集
小
咄
」�

二
〇
六

長
谷
川
伸
選
「「
顔
」
と
「
夕
焼
」
と
」（
新
都
々
逸
）�

二
〇
七

湊
悦
二
「
平
山
蘆
江
氏
」�

二
〇
八

俎
上
の
人　

平
山
蘆
江
（
人
及
び
作
品
に
つ
い
て
）�

二
〇
九

　

南
木
芳
太
郎
「「
唐
人
船
」
で
追
憶
す
る
平
山
君
」�

二
〇
九

　

岡
田
源
吉
「
旅
館
の
御
亭
主
」�

二
一
二

　

石
割
松
太
郎
「
二
十
年
前
の
初
対
面
」�

二
一
四

　

松
崎
天
民
「
新
聞
記
者
と
し
て
の
蘆
江
」�

二
一
七

　

前
島
道
博
「
芸
界
の
功
績
」�

二
二
〇

　

坂
東
の
し
ほ
「
理
性
と
熱
情
と
」�

二
二
二

　

土
師
清
二
「
良
き
先
輩
」�

二
二
三

　

国
枝
史
郎
「
平
山
蘆
江
氏
印
象
記
」�

二
二
四

　

長
谷
川
伸
「
長
兵
衛
と
銭
」�

二
二
七

　

須
田
栄
「
艶
福
家
」�

二
三
〇

　

至
玄
社
主
人
「
出
版
屋
か
ら
見
た
蘆
江
先
生
」�

二
三
三

　

中
村
芝
鶴
「
平
山
の
オ
ト
ウ
サ
ン
」�

二
三
五

　

三
宅
孤
軒
「
親
切
な
人
」�

二
三
八

　

池
内
祥
三
「
平
山
さ
ん
の
家
庭
」�

二
四
一

「
大
衆
文
芸
往
来
」�

二
四
二

池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」�

二
四
四

表
紙
と
挿
絵

　

表
紙 

…
… 

平
山
清
郎

　

挿
絵 

…
… 

湊
悦
二
、
小
林
三
喜
雄
、
金
森
観
陽
、
伊
藤
幾
久
造
、
大
沢
鉦
一
郎
、
平
山
蘆
江
、

　
　
　

 　
　

 

太
田
雅
光
、
河
野
通
勢

一
九
二
七
年
五
月
二
五
日
印
刷　

一
九
二
七
年
七
月
一
日
発
行

発
行
兼
編
集
者　

川
畑
玄
二
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
内
）

発
行
所　

二
十
一
日
会
（
東
京
市
丸
の
内
報
知
ビ
ル
デ
ン
グ
）
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発
売
元　

報
知
新
聞
社
出
版
部
（
東
京
市
丸
の
内
有
楽
町
二
―
一
）

印
刷
所　

共
同
印
刷
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

印
刷
者　

大
橋
光
吉
（
東
京
市
小
石
川
区
久
堅
町
一
〇
八
番
地
）

定　

価　

五
〇
銭

形　

態　

A
五
版
、
二
四
四
頁
、
図
版
、
広
告

【
解
説
】

　
　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
雑
誌
『
大
衆
文
芸
』（
第
一
次
）
の
総
目
次
で
あ
る
。『
大
衆
文
芸
』
は
一
九
二
六

年
一
月
か
ら
一
九
二
七
年
七
月
ま
で
、
合
計
一
九
冊
発
行
さ
れ
た
二
十
一
日
会
発
行
の
機
関
誌

で
あ
る
。
二
十
一
日
会
の
同
人
は
、
江
戸
川
乱
歩
、
国
枝
史
郎
、
小
酒
井
不
木
、
白
井
喬
二
、

直
木
三
十
五
、
土
師
清
二
、
長
谷
川
伸
、
平
山
蘆
江
、
正
木
不
如
丘
、
本
山
荻
舟
、
矢
田
挿
雲

の
十
一
名
の
小
説
家
た
ち
と
、
雑
誌
の
編
集
に
あ
た
っ
た
池
内
祥
三
で
あ
っ
た
。

　

当
該
雑
誌
に
関
す
る
総
目
次
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
も
作
ら
れ
て
き
た
。
先
鞭
を
つ
け

た
の
は
、
尾
崎
秀
樹
（
注
六
）
で
あ
る
。
尾
崎
秀
樹
の
目
録
で
は
小
説
は
す
べ
て
紹
介
さ
れ
て

い
て
、
小
説
ご
と
に
挿
絵
画
家
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
随
筆
の
記
載
に
つ

い
て
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
号
は
「
探
偵
小
説
は
大
衆
文
芸
か
（
乱
歩
）

ほ
か
六
本
の
随
筆
」、
第
三
号
は
「
随
筆
七
本
」、
第
五
号
か
ら
加
わ
る
同
人
課
題
は
「
新
し

い
企
画
と
し
て
同
人
課
題
に
よ
る
随
想
が
加
わ
っ
た
。
第
一
回
の
課
題
「
女
酒
花
」」
な
ど
と

記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
次
は
、
荒
井
英
生
「
大
衆
文
芸
」（
注
七
）
で
あ
る
。
こ
の
総
目
次

は
第
一
次『
大
衆
文
芸
』か
ら
第
三
次『
大
衆
文
芸
』の
第
七
巻
第
六
号（
一
九
四
五
年
一
二
月
）

ま
で
を
網
羅
し
て
い
る
点
で
優
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
連
載
作
品
に
つ
い
て
は
、
初
回
の
連
載

時
に
い
つ
ま
で
連
載
が
継
続
さ
れ
た
か
が
示
さ
れ
て
、
二
回
目
以
降
は
記
載
さ
れ
な
い
。
そ
の

た
め
、
い
ち
い
ち
初
回
の
開
始
時
点
に
戻
り
、
い
つ
ま
で
連
載
さ
れ
た
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
使
い
に
く
い
。
近
年
で
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
版
早
稲

田
大
学
図
書
館
編
精
選
近
代
文
芸
雑
誌
集　
「
大
衆
文
芸
」
総
目
次
』（
注
八
）
が
発
表
さ
れ
た
。

小
説
、
随
筆
、
同
人
課
題
な
ど
を
詳
細
に
記
し
、
か
つ
各
巻
号
ご
と
に
書
誌
情
報
も
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
総
目
次
に
比
べ
る
と
使
い
や
す
い
。
そ
の
一
方
で
、
目
次
に
よ
る
作
成
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
挿
絵
に
つ
い
て
は
画
家
名
を
一
ま
と
め
に
し
て
記
し
て
い
て
、
ど
の
画
家

が
ど
の
作
品
の
挿
絵
を
担
当
し
た
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
目
次
か
ら
漏
れ
て
い
る
埋
め

記
事
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
小
説
（
と
挿
絵
画
家
）、
図
筆
、
同
人
課
題
、
埋
め
記
事
な
ど
を
、
作
品
の
掲

載
順
に
並
べ
、
著
者
名
、
翻
訳
者
名
、
画
家
名
、
作
品
名
、
ペ
ー
ジ
数
な
ど
、
書
け
る
情
報
は

す
べ
て
開
示
す
る
よ
う
に
、
内
題
の
表
記
を
優
先
的
に
表
記
す
る
よ
う
心
が
け
た
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
研
究
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
も
、
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
表
示
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
二
十
一
日
会
の
活
動
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
整
理
す
る

と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
い
。
ま
た
、『
大
衆
文
芸
』
の
活
動
の
実
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
、『
大
衆
文
芸
』
に
対
す
る
当
時
の
反
応
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

二　
『
大
衆
文
芸
』
誕
生
前
の
二
十
一
日
会
の
活
動

　

ま
ず
、
こ
の
節
で
は
二
十
一
日
会
の
活
動
の
状
況
を
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
い
。

　

こ
の
会
の
活
動
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
江
戸
川
乱
歩
の

証
言
や
、『
大
衆
文
芸
』
の
各
巻
の
末
尾
に
掲
載
さ
れ
た
池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」
を
中
心
に
、

あ
る
程
度
、
活
動
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
た
の
か
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

活
動
は
「
白
井
喬
二
年
譜
」（
注
九
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
五
年
の
「
秋
、
大
衆
作
家
の
親

睦
機
関
「
二
十
一
日
会
」
を
直
木
三
十
五
ら
と
創
設
」
し
た
と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
年
の
夏

か
ら
始
ま
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
（
注
一
〇
）。
も
う
少
し
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
資
料
を
参

照
し
よ
う
。
真
鍋
元
之
編
集
に
よ
る
事
典
（
注
一
一
）
に
は
、『
大
衆
文
芸
』
の
こ
と
が
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
雑
誌
こ
そ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
文
学
史
に
と
っ
て
の
天
の
岩
戸
開
き
で
あ
っ
た
と
言
っ

て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
う
い
う
雑
誌
の
発
刊
を
動
議
し
た
七
名
の
同
人

ち
ゅ
う
、
五
名
ま
で
が
報
知
、
都
両
紙
の
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
文
学

運
動
の
発
源
地
を
、
両
紙
の
編
集
部
に
求
め
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
牽
強
付
会
で
は
あ
る

ま
い
と
思
う
。
編
集
事
務
担
当
の
池
内
祥
三
（
明
治
二
九
～
滋
賀
県
生
）
を
、『
人
情
倶

楽
部
』（
武
侠
社
発
行
）
編
集
部
か
ら
引
き
抜
い
て
き
た
の
も
、
都
新
聞
に
籍
を
も
つ
平

山
蘆
江
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
本
山
荻
舟
、
矢
田
挿
雲
が
報
知
新
聞
編
集
部
員
、
長
谷
川
伸
、
平
山
蘆
江
が
都
新
聞

編
集
部
員
で
、
白
井
喬
二
が
『
報
知
新
聞
』
に
「
富
士
に
立
つ
影
」
を
連
載
中
だ
っ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
報
知
新
聞
社
、
都
新
聞
社
の
関
係
者
に
加
え
、
直
木
三
十
三
（
後
の
直

木
三
十
五
）、
正
木
不
如
丘
、
江
戸
川
乱
歩
、
国
枝
史
郎
、
小
酒
井
不
木
、
土
師
清
二
を
加
え

て
一
一
名
の
同
人
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、伊
東
昌
輝
「
長
谷
川
伸
年
譜
」（
注
一
二
）
の
「
大

正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
四
十
一
歳
」
に
も
、

九
月
二
十
一
日
、
数
寄
屋
橋
脇
の
花
の
茶
屋
に
て
、
同
人
、
白
井
喬
二
、
本
山
荻
舟
、

平
山
蘆
江
、
池
内
祥
三
、
小
酒
井
不
木
、
土
師
清
二
、
国
枝
史
郎
、
直
木
三
十
三
ら
と

二
十
一
日
会
を
結
成
。
報
知
新
聞
出
版
部
の
後
援
に
て
雑
誌
『
大
衆
文
芸
』（
第
一
次
）

の
発
刊
を
決
め
る
。（
後
に
江
戸
川
乱
歩
、
矢
田
挿
雲
、
正
木
不
如
丘
ら
も
同
人
と
し
て

参
加
す
る
）

と
あ
る
。
最
初
に
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
、
そ
の
後
に
追
加
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
名
前
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
五
年
九
月
二
五
日
付
、
小
酒
井
不
木
書
簡
江
戸
川
乱
歩
宛
（
注

一
三
）
に
は
、「
突
然
で
す
が
、
こ
ん
ど
東
京
で
大
衆
作
家
同
盟
が
出
来
、
大
兄
に
は
ひ
つ
て

頂
き
た
い
と
、
発
起
人
の
池
内
氏
が
申
し
て
来
て
、
私
に
も
意
向
を
た
づ
ね
て
く
れ
と
申
し
て

き
ま
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
伊
東
昌
輝
「
長
谷
川
伸
年
譜
」（
前
掲
）
を
裏
付
け
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

　

二
十
一
日
会
の
活
動
は
、
当
時
の
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。
未
署
名
「『
大
衆
文
芸
』

の
創
刊
」（
注
一
四
）
は
、「
こ
の
同
人
の
連
盟
を
『
廿
一
日
会
』
と
し
、
毎
月
花
の
茶
屋
で
会

合
大
い
に
気
勢
を
あ
げ
る
」と
あ
る
。
ま
た
、未
署
名「
よ
み
う
り
抄
」（
注
一
五
）に
は
、「
二
十
一

日
会　

江
戸
川
乱
歩
氏
の
上
京
を
機
と
し
て
長
谷
川
伸
、
白
井
喬
二
、
本
山
荻
舟
、
平
山
蘆
江
、

正
木
不
如
丘
、
矢
田
挿
雲
氏
等
で
今
夕
五
時
花
の
茶
屋
に
開
催
」
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
未
署
名
「
よ
み
う
り
抄
」（
注
一
六
）
に
は
、「
廿
一
日
会
例
会　
「
大
衆
文
芸
」

同
人
で
今
夕
花
の
茶
屋
に
催
す
大
阪
か
ら
土
師
清
二
氏
奈
良
か
ら
直
木
三
十
三
氏
出
席
の
筈
」

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
十
一
日
会
の
活
動
は
一
九
二
五
年
の
秋
頃
に
始
ま
っ
た
と
見
て
い

い
だ
ろ
う
。

　

江
戸
川
乱
歩
（
注
一
七
）
が
、一
九
二
五
年
一
二
月
六
日
、「
夕
方
か
ら
「
花
の
茶
屋
」
の
「
大

衆
文
芸
」
の
会
へ
行
く
。
池
内
氏
が
誘
い
に
来
て
下
さ
る
。
白
井
喬
二
、
本
山
荻
舟
、
長
谷

川
伸
、
平
山
蘆
江
、
正
木
不
如
丘
、
久
保
田
朝と
も

興お
き

の
諸
氏
が
集
ま
る
。
編
集
上
の
打
合
せ
そ

の
ほ
か
色
々
話
す
」
と
記
し
て
い
る
。
大
衆
文
学
の
親
睦
を
目
的
と
し
て
集
ま
っ
た
人
々
は
、

こ
の
頃
に
は
雑
誌
『
大
衆
文
芸
』
を
世
に
問
お
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
大
衆
文
芸
』
創
刊
号
の
奥
付
に
は
、
一
九
二
六
年
一
月
一
日
発
行
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
九
二
五
年
一
二
月
に
は
発
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
青
木
武
雄
（
注
一
八
）
に
よ
れ
ば
、「
計
画
は
十
四
年
秋
に
始
ま
り
、
誌
名
を
『
大

衆
文
芸
』
と
登
録
し
て
、
創
刊
号
は
十
五
年
一
月
一
日
付
で
あ
つ
た
が
、
配
本
は
年
内
に
し
て
、

い
は
ゆ
る
本
格
的
大
衆
文
芸
道
を
樹
立
し
た
」
と
い
う
。

　

そ
れ
は
当
時
の
『
大
衆
文
芸
』
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
、
と
り
わ
け
新
聞
広
告
の
打
ち
方
で
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
最
も
早
い
『
大
衆
文
芸
』
の
広
告
は
、
一
九
二
五

年
一
一
月
二
六
日
、『
読
売
新
聞
』
朝
刊
だ
ろ
う
。
雑
誌
の
発
行
元
で
あ
る
『
報
知
新
聞
』
は
、

一
九
二
五
年
一
二
月
一
日
夕
刊
、
同
一
二
月
一
四
日
朝
刊
に
広
告
を
打
ち
、
作
家
名
と
掲
載

小
説
名
と
を
掲
げ
て
い
た
。『
東
京
朝
日
新
聞
』
も
、
一
九
二
五
年
一
二
月
二
日
の
朝
刊
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
同
年
一
二
月
一
五
日
に
も
『
大
衆
文
芸
』
の
広
告
が
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の

朝
刊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
作
家
名
・
作
品
名
を
付
し
た
新
聞
公
告
が
打
た
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
奥
付
の
日
付
よ
り
も
前
に
雑
誌
が
発
刊
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
九
二
五
年
一
二
月
に
刊
行
を
実
現
し
た
二
十
一
日
会
の
同
人
た
ち
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は
、
こ
れ
以
降
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

三　
『
大
衆
文
芸
』
創
刊
後
の
二
十
一
日
会
の
活
動

　

一
九
二
六
年
以
降
の
二
十
一
日
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、池
内
祥
三
が
『
大
衆
文
芸
』
の
「
編

集
後
記
」
に
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
よ
う
に
な
る
。
池
内
祥
三
（
注
一
九
）
に
よ
れ
ば
、

二
十
一
日
会
は
毎
月
二
十
一
日
に
花
の
茶
屋
へ
同
人
が
参
集
し
て
、
大
衆
文
芸
の
編
集
、

経
営
に
関
し
て
忌
憚
な
き
意
見
の
交
換
」を
や
る
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

同
人
の
出
席
状
況
に
つ
い
て
、「
昨
年
の
九
月
初
回
以
来
の
皆
出
席
者
が
平
山
氏
、
正
木

氏
。
名
古
屋
連
の
小
酒
井
、
国
枝
両
氏
は
旅
行
困
難
で
今
日
ま
で
出
席
な
く
、
大
阪
よ
り

は
土
師
氏
が
昨
年
末
に
一
回
出
席
。
直
木
氏
奈
良
か
ら
上
京
の
熱
心
ぶ
り
。
昨
今
ち
よ
い

〳
〵
欠
席
す
る
の
が
（
原
稿
で
も
ち
よ
い
〳
〵
休
む
が
）
白
井
、
江
戸
川
両
氏
。

と
い
う
。
そ
の
後
、「
七
月
の
例
会
（
二
十
一
日
）
に
は
大
阪
か
ら
土
師
氏
が
上
京
せ
ら
れ
た
。

直
木
氏
も
奈
良
か
ら
上
京
、
正
木
、
本
山
、
平
山
、
長
谷
川
の
四
氏
に
出
版
部
の
川
畑
氏
と

小
生
の
八
人
に
て
早
速
拾
月
号
の
特
別
題
号
に
つ
い
て
相
談
。（
中
略
）
結
局
、『
現
代
奇
人

号
』
と
す
る
事
に
な
つ
た
」（
注
二
〇
）
と
い
う
こ
と
や
、「
此
の
二
十
一
日
会
は
多
摩
河
原

の
玉
華
樓
で
開
ひ
た
。
土
師
氏
、
直
木
氏
は
前
日
電
報
に
て
出
席
不
可
能
の
旨
謝
つ
て
来
る
。

本
山
氏
は
旅
行
中
で
欠
席
。
長
谷
川
、
平
山
氏
と
、
小
生
と
川
畑
氏
の
四
人
で
あ
つ
た
」（
注

二
一
）
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
を
離
れ
て
名
古
屋
で
例
会
を
開
催
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
池
内
祥
三
（
注
二
二
）
は
、

「
二
十
一
日
会
は
此
の
十
一
月
の
例
会
を
名
古
屋
の
八
勝
館
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
非
常
な

盛
会
で
夜
は
名
古
屋
新
聞
社
の
招
待
を
受
け
ま
し
た
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
人
名
は
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
名
古
屋
在
住
の
国
枝
史
郎
と
小
酒
井
不
木
が
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
以
外
で
特
徴
的
な
の
は
、
長
谷
川
伸
の
戯
曲
の
観
劇
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
池
内
祥
三
（
注
二
三
）
は
、「
邦
楽
座
で
二
月
三
日
か
ら
五
月
信
子
、
高
橋
義
信

等
の
近
代
座
が
、
長
谷
川
伸
氏
の
「
八
百
蔵
吉
五
郎
」（
新
年
号
掲
載
）
を
上
演
す
る
」
こ
と

を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
観
劇
会
で
同
人
た
ち
が
集
ま
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
推
薦
作
と
し
て
『
大
衆
文
芸
』
に
登
場
し
た
湊
邦
三
に
よ
る
例
会
参
加
も
注
目
す

べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。
湊
邦
三
（
注
二
四
）
は
、

長
谷
川
伸
氏
と
池
内
祥
三
と
に
は
面
識
が
あ
っ
た
。
平
山
蘆
江
氏
と
直
木
三
十
五
氏
と
、

そ
の
夜
は
じ
め
て
例
会
へ
出
席
さ
れ
た
甲
賀
三
郎
氏
と
に
は
初
対
面
だ
っ
た
。
僕
だ
け
の

癖
か
と
思
ふ
の
だ
が
、
名
前
を
見
る
と
名
前
か
ら
、
作
品
を
読
む
と
作
品
か
ら
、
何
時
の

間
に
や
ら
そ
の
人
の
風
貌
を
、
勝
手
に
想
像
で
デ
ツ
チ
上
げ
る
癖
が
あ
る
。
だ
か
ら
会
つ

た
時
、
自
分
の
想
像
し
た
風
貌
と
実
物
（
失
礼
）
と
が
非
常
に
相
違
し
て
ゐ
る
と
、
す
つ

か
り
面
喰
つ
て
終
ふ
こ
と
が
あ
る
。（
中
略
）
雑
誌
経
営
上
の
問
題
や
次
号
の
打
合
せ
、

ど
う
す
る
、
ど
う
し
や
う
の
相
談
が
終
り
を
告
げ
て
か
ら
は
、
作
品
で
見
る
味
が
、
そ
の

ま
ゝ
座
談
に
も
出
る
長
谷
川
伸
氏
を
中
心
に
し
て
、
い
ろ
ん
な
話
が
続
出
し
た
。

と
語
っ
て
い
る
。
新
人
作
家
の
作
品
が
推
薦
さ
れ
て
『
大
衆
文
芸
』
に
掲
載
さ
れ
、
同
人
と
し

て
迎
え
ら
れ
て
二
十
一
日
会
の
会
合
に
参
加
す
る
こ
と
。
湊
邦
三
の
経
験
を
読
ん
だ
多
く
の
投

稿
者
た
ち
は
、
う
ら
や
ま
し
さ
を
感
じ
た
だ
ろ
う
し
、
い
つ
か
は
自
分
も
二
十
一
日
会
の
活
動

に
名
を
連
ね
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
せ
た
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
以
降
も
活
動
の
一
端
が
編
集
後
記
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
本
月
の
例
会
に
は
、久
々

に
て
白
井
喬
二
氏
出
席
。
常
連
の
平
山
、
本
山
、
長
谷
川
氏
に
、
お
く
れ
走
せ
に
直
木
氏
が
め

づ
ら
し
や
洋
服
姿
に
て
現
れ
た
。
無
帽
主
義
の
直
木
氏
も
洋
服
を
着
れ
ば
帽
子
を
冠
ら
な
い
ワ

ケ
に
は
行
か
ぬ
と
見
え
る
」（
注
二
五
）
と
い
う
こ
と
や
、「
本
月
の
二
十
一
日
会
は
名
古
屋

で
催
す
予
定
だ
つ
た
が
同
人
の
内
で
病
気
だ
つ
た
り
、
事
故
の
た
め
不
参
者
が
生
じ
た
の
で
、

止
む
な
く
、
五
月
に
延
期
し
た
。
五
月
の
例
会
に
は
久
し
ぶ
り
で
、
国
枝
氏
、
小
酒
井
氏
、
土

師
氏
な
ぞ
と
歓
談
が
で
き
る
の
を
楽
み
に
し
て
ゐ
る
。」（
注
二
六
）
と
い
う
こ
と
が
、
池
内

祥
三
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
中
で
、注
目
し
た
い
の
は
『
報
知
新
聞
』
の
広
告
の
打
ち
方
で
あ
る
。『
報

知
新
聞
』
紙
上
で
は
じ
め
て
『
大
衆
文
芸
』
創
刊
号
の
広
告
が
う
た
れ
た
の
は
、
先
述
し
た
よ

う
に
一
九
二
五
年
一
二
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
月
一
回
、『
大
衆
文
芸
』
の
広
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告
が
『
報
知
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
注
目
す
べ
き
は
当
番
で
同
人
た
ち
が
雑

誌
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
文
章
を
広
告
に
載
せ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
当
番
は
、
一
九
二
六

年
八
月
九
日
に
掲
載
さ
れ
た
本
山
荻
舟
で
、
雑
誌
を
同
人
た
ち
の
「
住
居
」
に
見
立
て
、「『
大

衆
文
芸
』
と
は
、
同
人
の
経
営
し
て
い
る
雑
誌
の
名
前
」
で
あ
り
、「
住
つ
て
ゐ
る
人
は
各
人

各
様
で
、
お
の
〳
〵
特
色
が
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
次
は
、
一
九
二
六
年
九
月
一
二
日
に
掲

載
さ
れ
た
江
戸
川
乱
歩
で
、「『
大
衆
文
芸
』
の
作
家
達
は
恐
ら
く
清
新
な
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ス
ト

の
一
群
」
で
あ
る
と
し
、「
煩
は
し
く
も
物
憂
き
人
世
の
、
オ
ア
シ
ス
で
あ
る
」
と
す
る
。
そ

の
後
は
、
一
九
二
六
年
一
一
月
二
一
日
が
本
山
荻
舟
、
一
九
二
六
年
一
二
月
七
日
が
長
谷
川
伸
、

一
九
二
七
年
三
月
一
二
日
が
小
酒
井
不
木
と
い
っ
た
よ
う
に
、
何
名
か
の
同
人
が
持
ち
回
り
で

広
告
文
を
当
番
で
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
毎
月
二
一
日
を
軸
に
、
東
京
・
花
の
茶
屋
（
他
の
場
所
や
名
古
屋
で
の
会

も
あ
っ
た
）
に
同
人
た
ち
が
集
ま
り
、
親
睦
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、『
大
衆
文
芸
』
の
編
集
、

広
告
宣
伝
、
経
営
、
企
画
、
観
劇
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
、
そ
れ
が
雑
誌
の
編
集

に
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

四　
『
大
衆
文
芸
』
の
活
動

　
『
大
衆
文
芸
』
は
、
創
刊
号
か
ら
第
二
巻
第
七
号
ま
で
、
一
九
冊
刊
行
さ
れ
た
。
創
刊
号
か

ら
第
一
巻
第
三
号
ま
で
の
発
行
兼
編
集
者
は
久
保
田
朝
興
で
あ
っ
た
。
第
一
巻
第
四
号
か
ら
第

一
巻
第
八
号
ま
で
は
広
瀬
憙き

六ろ
く

、
第
一
巻
第
九
号
以
降
は
川
畑
玄
二
が
担
当
し
た
。
印
刷
所
は

創
刊
号
か
ら
第
一
巻
第
八
号
ま
で
は
日
東
印
刷
株
式
会
社
、
第
一
巻
第
九
号
以
降
は
共
同
印
刷

が
印
刷
し
た
。

　

掲
載
さ
れ
た
小
説
の
多
く
は
時
代
小
説
で
、
探
偵
小
説
が
そ
れ
に
続
い
た
。
と
く
に
評
価
さ

れ
て
い
る
の
は
、
長
崎
を
舞
台
に
浦
川
幸
太
郎
少
年
の
成
長
を
描
い
た
平
山
蘆
江
「
唐
人
船
」

（
一
九
二
六
年
一
月
～
一
〇
月
、
一
九
二
七
年
一
月
～
七
月
）、
東
京
の
小
石
川
界
隈
の
歴
史

を
描
い
た
矢
田
挿
雲
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」（
一
九
二
六
年
一
月
～
一
一
月
）、
お
岩
と
伊
右

衛
門
の
関
係
を
描
い
た
国
枝
史
郎
「
穏
亡
堀
」（
一
九
二
六
年
六
月
）
や
、
横
浜
を
舞
台
に
日

本
人
巾
着
切
り
と
西
洋
の
巾
着
切
り
の
戦
い
を
描
い
た
長
谷
川
伸
「
舶
来
巾
着
切
」（
一
九
二
六

年
九
月
）
な
ど
だ
っ
た
。

　

創
刊
号
の
発
行
部
数
は
二
六
〇
〇
〇
部
で
あ
っ
た
。
第
六
号
の
「
編
集
後
記
」
に
示
さ
れ
た

発
行
部
数
三
七
〇
〇
〇
部
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
確
認
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
最
も
大

き
い
発
行
部
数
と
な
っ
て
い
る
。
尾
崎
秀
樹
（
注
二
七
）
に
よ
れ
ば
、「
終
刊
時
の
部
数
は
約

一
五
〇
〇
〇
ほ
ど
だ
」
と
い
う
。
そ
の
後
、
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
多
く
の
大
衆
文
学
関
係
の
雑
誌
が
発
行
部
数
一
〇
万
部
を
超
え
て
い
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
お
世
辞
に
も
発
行
部
数
が
多
い
と
は
言
い
難
い
。

　

発
行
部
数
が
一
旦
は
増
加
し
た
も
の
の
そ
の
後
減
少
に
転
じ
た
の
は
、
同
人
の
小
説
執
筆
が

少
な
か
っ
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
売
れ
っ
子
に
な
り
、
他
誌
・
他
紙
か
ら

の
原
稿
依
頼
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
上
に
同
人
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、
原
稿
料
な
し
で

執
筆
を
続
け
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。
た
と
え
ば
、
二
十
一
日
会
同
人
「〈
広
告
〉
大

衆
文
芸
」（
注
二
八
）
は
、「
同
人
が
利
益
を
眼
中
に
お
か
ず
、
只
働
き
を
覚
悟
し
て
か
ゝ
ツ

た
仕
事
だ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
報
知
新
聞
社
調
査
部
編
『
大
正
16
年　

報
知
年
鑑
』（
注

二
九
）
で
も
、「
同
誌
は
、
大
衆
芸
術
の
研
究
、
批
判
及
び
普
及
を
標
ぼ
う
し
、
同
人
は
一
文

の
原
稿
料
も
受
け
ず
、
全
く
芸
術
的
な
欲
求
か
ら
書
い
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
方
針
は

同
人
た
ち
に
不
満
を
抱
か
せ
る
に
充
分
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
小
酒
井
不
木
書
簡
江
戸
川
乱
歩
宛

（
一
九
二
六
年
一
〇
月
四
日
）（
注
三
〇
）
も
、「
本
当
に
タ
ゞ
奉
行マ
マ

で
は
力
も
は
ひ
ら
ず
、
か

う
な
る
の
も
無
理
は
な
い
と
思
ひ
ま
す
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
万
を
越
え
る
発
行
部
数
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
人
た
ち
は
原
稿
料
な
し
で
執
筆
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
各
巻
末
の
「
大
衆
文
芸
往
来
」
に
は
、
同
人
の
小
説
を
も
っ
と
載
せ
て
ほ
し
い
と

い
う
投
稿
が
相
次
い
だ
。
小
説
の
執
筆
に
つ
い
て
は
、
同
人
の
間
で
も
開
き
が
あ
る
。
エ
ッ
セ

イ
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」
を
発
表
し
て
い
た
矢
田
挿
雲
が
小
説
を
書
い
て
い
な
い
の
は
特
別
と

し
て
、
一
九
冊
刊
行
さ
れ
た
内
、
江
戸
川
乱
歩
が
三
回
、
白
井
喬
二
が
四
回
と
少
な
い
。
一
方
、

毎
号
の
よ
う
に
小
説
を
書
き
続
け
た
の
は
、
本
山
荻
舟
が
一
七
回
、
平
山
蘆
江
が
一
五
回
、
土

師
清
二
が
一
四
回
、
長
谷
川
伸
が
一
三
回
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
長
谷
川
は
小
説
以
外
に
も
戯

曲
を
四
回
発
表
し
て
い
る
。
す
で
に
売
れ
っ
子
と
な
り
他
誌
か
ら
も
声
が
か
か
る
か
否
か
が
発

表
回
数
と
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
乱
歩
や
白
井
の
回
数
の
少
な
さ
が
目
立
つ
。
小
説
数
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の
減
少
を
新
人
の
推
薦
作
で
埋
め
よ
う
と
し
、
湊
邦
三
、二
木
鮒
三
、
山
上
伊
太
郎
、
阿
部
淑

子
な
ど
の
作
品
が
発
表
さ
れ
て
雑
誌
の
継
続
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

刊
行
の
継
続
に
つ
い
て
は
、
苦
心
の
跡
が
誌
面
か
ら
見
て
取
れ
る
。
最
終
巻
と
な
っ
た

一
九
二
七
年
七
月
号
に
は
、「
次
号
」
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
文
言
を
随
所
に
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、巻
頭
の
正
木
不
如
丘
「
快
刀
乱
麻
（
上
）
―
光
り
苔
（
五
）

―
」
の
末
尾
に
は
、「
休
載
」
の
お
詫
び
と
「
今
月
か
ら
又
連
載
し
ま
す
」
と
あ
る
。
湊
邦
三

「
嗤
つ
て
千
両
」（
上
篇
）
の
末
尾
に
も
「（
次
号
へ
つ
ゞ
く
）」
と
あ
る
。「
課
題　

残
念
物
語
」

の
最
後
の
頁
に
は
「
次
回
の
課
題
」
が
『
怪
、奇
、異
、妖
、変
』
と
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
に
も
、「
次
回
俎
上
の
人　

国
枝
史
郎
」
や
、「
編
集
後
記
」
に
も
「
次
号
」
掲
載

作
品
の
こ
と
が
記
さ
れ
る
な
ど
、「
次
号
」
の
こ
と
が
随
所
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
ら
か
ら
伺
え
る
の
は
、
当
該
号
が
作
ら
れ
て
い
た
と
き
に
は
、
廃
刊
は
ま
だ
決
定
事
項
で
は

な
か
っ
た
か
廃
刊
が
決
定
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
次
号
の
こ
と
を
あ
え

て
表
記
し
た
か
で
あ
ろ
う
。『
大
衆
文
芸
』
の
廃
刊
に
つ
い
て
は
、江
戸
川
乱
歩
（
注
三
一
）
が
、

「
大
衆
文
芸
」廃
刊
の
理
由
は
収
支
つ
ぐ
な
わ
な
い
た
め
で
あ
っ
た
。
私
達
の「
探
偵
趣
味
」

な
ど
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、由
来
同
人
雑
誌
は
赤
字
と
き
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
殊
に「
大

衆
文
芸
」
の
方
は
原
稿
料
を
一
文
も
払
わ
な
い
で
赤
字
と
い
う
の
だ
か
ら
、
お
話
に
な
ら

な
い
わ
け
だ
が
、
し
か
し
こ
の
雑
誌
は
大
衆
文
芸
の
宣
伝
に
は
役
立
っ
た
。
充
分
使
命
は

果
し
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）同
人
達
の
あ
い
だ
に
も
、一
応
の
目
的
を
達
し
た
の
だ
か
ら
、

こ
の
辺
で
打
切
り
た
い
と
い
う
気
分
が
動
い
て
い
た
の
も
、
廃
刊
の
一
つ
の
理
由
で
あ
っ

た
と
思
う
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
赤
字
で
あ
る
こ
と
、
無
報
酬
だ
っ
た
こ
と
、
大
衆
文
芸
の
使
命
を
果
た
し

た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
大
衆
文
芸
』
は
廃
刊
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
同
人
の
活
動
を
見

て
き
た
が
、こ
の
間
、読
者
は
『
大
衆
文
芸
』
に
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
節
で
は
、
文
壇
の
人
々
の
反
応
、『
大
衆
文
芸
』
の
読
者
た
ち
の
反
応
、
そ
し
て
他
の
メ
デ
ィ

ア
へ
と
翻
案
し
た
反
応
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　

五　

同
時
代
の
反
応

　
『
大
衆
文
芸
』
の
読
者
た
ち
が
投
稿
し
た
「
大
衆
文
芸
往
来
」
の
内
容
、
評
論
家
や
小
説
家

に
よ
る
『
大
衆
文
芸
』
批
評
、
演
劇
化
に
よ
る
他
メ
デ
ィ
ア
へ
の
展
開
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

当
該
雑
誌
へ
の
反
応
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
創
刊
号
の
「
大
衆
文
芸
往
来
」
で
は
、
森
下
雨
村
、
伊
藤
銀
月
な
ど
一
〇
名
の
人
物

た
ち
の
近
況
が
報
告
さ
れ
、
以
後
の
巻
号
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
第
一
巻
第
二
号
か
ら
、
読

者
投
稿
が
四
本
、同
人
た
ち
の
新
刊
紹
介
（
注
三
二
）
が
付
さ
れ
た
。
読
者
か
ら
の
投
稿
で
は
、

大
仏
次
郎
が
「「
大
衆
文
芸
」
早
速
一
本
を
買
ひ
求
め
て
拝
見
し
ま
し
た
組
の
綺
麗
で
贅
沢
な

点
に
驚
き
ま
し
た
。
五
十
銭
で
は
実
際
安
い
も
の
だ
」
と
反
応
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

大
仏
次
郎
が
文
章
を
寄
せ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
雑
誌
の
質
の
高
さ
と
値
段
の
安
さ
を

評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
一
巻
第
三
号
で
は
、
大
衆
文
学
作
家
の
近
況
の
他
、『
キ
ン
グ
』『
苦
楽
』
な
ど
他
の
雑

誌
と
の
比
較
、
掲
載
作
品
へ
の
批
評
、
挿
絵
画
家
の
登
用
に
関
す
る
要
望
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

る
。
当
該
号
で
注
目
し
た
い
点
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、松
葉
屋
悉
皆
店
が「
創
刊
号
の
紙
質
」

は
良
か
っ
た
が
、
な
ぜ
「
二
月
号
の
紙
質
を
わ
る
く
し
た
」
の
か
、
と
問
う
た
こ
と
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
創
刊
号
と
第
一
巻
第
二
号
以
降
と
を
比
較
す
る
と
、
創
刊
号
の
紙
質
の
良
さ
が
見

て
取
れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
前
述
し
た
大
佛
次
郎
の
「
組
の
綺
麗
で
贅
沢
」
と
い
う
評
価
に
通

じ
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
全
一
九
冊
確
認
し
て
み
る
と
、
創
刊
号
だ
け
が
良
質
紙
が
使
わ
れ

て
お
り
、
紙
質
の
良
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
遠
方
林
三
郎
が
「
大
衆
文
芸
改
革
運
動
宣
言
」
と
い
う
論
文
を
書
く
よ
う

求
め
た
こ
と
で
あ
る
。
大
衆
文
学
理
論
の
構
築
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
白
井
喬

二
が
「
現
在
の
『
大
衆
文
芸
』」（『
東
京
日
日
新
聞
』　

一
九
二
六
年
一
月
二
八
日
）
に
お
い
て
、

「
私
自
身
と
し
て
は
大
衆
文
芸
と
い
ふ
も
の
を
十
年
計
画
で
順
次
に
歩
を
進
め
て
行
き
度
い
と

思
ふ
の
で
す
。
つ
ま
り
「
十
年
批
評
を
す
る
勿
れ
」
と
云
ひ
度
い
の
で
す
」
と
記
し
た
よ
う
に
、

大
衆
文
学
運
動
を
け
ん
引
し
た
白
井
喬
二
自
身
が
他
の
雑
誌
・
新
聞
で
は
大
衆
文
学
論
を
展
開

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、『
大
衆
文
芸
』
誌
上
で
評
論
を
執
筆
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
遠
方



2323

林
三
郎
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
巻
第
四
号
以
降
、
前
号
の
読
者
投
稿
に
対
す
る
反
応
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
前
号

の
読
者
の
見
解
に
対
し
て
と
き
に
共
感
し
、
と
き
に
反
論
し
、
場
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
様
相

を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
第
一
巻
第
五
号
で
は
上
海
か
ら
田
島
武
雄
が
「
大
衆
文

芸
の
発
展
を
遠
き
空
か
ら
祈
る
」と
い
う
文
書
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
内
容
か
ら
は
田
島
が『
大

衆
文
芸
』
を
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
か
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
。
第
一
巻
第
六
号
の
台
南
の

静
波
真
砂
、
北
満
の
愛
読
者
粋
柳
生
の
投
稿
か
ら
『
大
衆
文
芸
』
を
手
に
し
て
い
る
こ
と
が
伺

え
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
大
衆
文
芸
』
は
外
地
に
も
販
路
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
の
で
あ
る
。

　

で
は
評
論
家
や
小
説
家
な
ど
文
壇
の
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
と

え
ば
、
菊
池
寛
（
注
三
三
）
は
、
雑
誌
『
大
衆
文
芸
』
に
す
ば
や
く
反
応
し
た
批
評
で
あ
っ
た
。

掲
載
作
品
一
つ
ひ
と
つ
に
批
評
を
加
え
、本
山
荻
舟「
妖
女
人
面
人
心
」を「
巻
中
の
白
眉
」と
し
、

「
妖
女
に
人
心
人
情
を
持
た
せ
た
の
は
う
れ
し
い
」
と
評
価
し
た
。
菊
池
寛
は
一
貫
し
て
『
大
衆

文
芸
』
に
対
す
る
賛
同
を
表
明
し
て
い
る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、一
九
二
六
年
七
月
、『
中

央
公
論
』
の
大
衆
文
芸
研
究
の
特
集
で
の
菊
池
寛
の
発
言
で
あ
る
。
毎
号
『
大
衆
文
芸
』
を
愛

読
し
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
た
菊
池
寛
（
注
三
四
）
は
、「
沈
滞
し
切
つ
て
ゐ
る
今
の
文
壇
を
あ

る
意
味
で
脅
威
し
得
る
もマ

マだ
と
さ
へ
思
つ
て
ゐ
る
」
と
し
た
上
で
、「
大
衆
文
芸
は
、
か
び
の
生

え
た
講
談
か
ら
来
る
退
屈
と
私
小
説
流
行
の
文
壇
か
ら
来
る
倦
怠
を
救
つ
て
く
れ
る
点
に
於
て
、

智
識
的
読
者
階
級
か
ら
も
充
分
歓
迎
さ
れ
て
い
ゝ
も
の
だ
」
と
指
摘
し
た
。
純
文
学
で
も
講
談

で
も
な
い
新
た
な
文
学
と
し
て
、
大
衆
文
学
を
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
同
特
集
で
は
、

村
松
梢
風
（
注
三
五
）
が
、
創
刊
号
の
感
想
を
述
べ
、
本
山
荻
舟
「
妖
女
人
面
人
心
」、
矢
田
挿

雲
「
江
戸
か
ら
東
京
え
」、
平
山
蘆
江
「
唐
人
船
」
な
ど
を
高
く
評
価
し
た
。

　

こ
う
し
た
高
評
価
の
一
方
で
、
懐
疑
的
な
意
見
や
批
判
的
な
意
見
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
齋
藤
龍
太
郎
〈
注
三
六
）
は
、「
大
衆
文
芸
は
本
年
の
文
壇
に
、
一
地
歩
を

占
め
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
発
展
し
て
行
く
か
は
今
の
と
こ
ろ
未
知
数
で
あ
る
」
と

指
摘
し
た
。
楠
田
敏
郎
（
注
三
七
）
は
、「
今
日
の
大
衆
文
学
の
赴
く
方
向
を
示
し
て
ゐ
る
も

の
は
、
何
と
云
つ
て
も
廿
一
日
会
同
人
の
「
大
衆
文
芸
」
だ
ら
う
」
が
、「
何
う
も
腑
に
落
ち

か
ね
る
と
こ
ろ
が
多
い
気
が
し
て
ゐ
る
」
の
は
、「
そ
の
全
部
が
と
云
つ
て
よ
い
く
ら
ゐ
に
ま

で
、「
芸
術
品
」
に
な
ら
う
と
し
て
ゐ
る
こ
と
だ
」
と
指
摘
し
た
。
純
文
学
に
近
付
こ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
警
告
を
発
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

よ
り
鋭
く
大
衆
文
学
に
つ
い
て
批
判
を
し
た
の
は
長
谷
川
如
是
閑
で
あ
っ
た
。
長
谷
川
如
是

閑
（
注
三
八
）
の
文
書
は
翌
月
の
八
月
の
『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
、
今
日
の
芸
術
は
「
模

倣
的
創
造
、模
倣
的
享
楽
を
繰
返
し
て
ゐ
る
」
だ
け
で
、「
封
建
的
ロ
マ
ン
主
義
」
で
あ
り
、「
過

去
の
時
代
の
生
活
の
幻
像
を
発
見
す
る
の
み
」
で
あ
る
と
の
指
摘
を
行
っ
た
。
大
衆
文
学
に
賛

同
す
る
に
せ
よ
批
判
す
る
に
せ
よ
、
多
く
の
反
応
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、『
大

衆
文
芸
』
に
集
ま
っ
た
二
十
一
日
会
の
活
動
が
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
演
劇
化
に
よ
る
他
メ
デ
ィ
ア
へ
の
展
開
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。『
大
衆
文
芸
』

の
活
動
の
中
で
、
と
り
わ
け
演
劇
と
の
連
携
を
は
か
っ
た
の
が
、
小
説
や
戯
曲
を
発
表
し
て
い

た
長
谷
川
伸
で
あ
っ
た
。『
大
衆
文
芸
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
の
中
で
演
劇
化
さ
れ
た
長
谷
川

伸
の
作
品
は
、
以
下
の
六
作
品
で
あ
る
。

・
長
谷
川
伸
「
旅
の
者
心
中
」（『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
六
年
四
月
）
は
、一
九
三
〇
年
一
月
、

研
究
劇
団
が
新
宿
歌
舞
伎
座
に
て
上
演
（
注
三
九
）。

・
長
谷
川
伸
「
世
に
出
ぬ
豪
傑
」（『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
六
年
六
月
は
、
一
九
二
六
年

一
二
月
、
井
上
正
夫
が
浅
草
松
竹
座
に
て
上
演
。

・
長
谷
川
伸
「
蝙
蝠
安
」（『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
六
年
八
月
）
は
、一
九
三
〇
年
一
〇
月
、

研
究
劇
団
が
新
宿
歌
舞
伎
座
に
て
上
演
。

・
長
谷
川
伸
「
八
百
蔵
吉
」（『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
七
年
一
月
）
は
、一
九
二
七
年
二
月
、

五
月
信
子
、
高
橋
義
信
が
邦
楽
座
に
て
上
演
。

・
長
谷
川
伸
「
仇
討
人
」（『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
七
年
三
月
）
は
、
一
九
二
七
年
九
月
、

市
川
小
太
夫
、
中
村
翫
右
衛
門
が
浅
草
松
竹
座
に
て
上
演
。

・
長
谷
川
伸
「
柄
杓
酒
」（『
大
衆
文
芸
』
一
九
二
六
年
六
月
）
は
、
一
九
二
七
年
九
月
、

市
村
亀
蔵
、
大
谷
友
右
衛
門
が
本
郷
座
に
て
上
演
。

　

長
谷
川
伸
の
作
品
が
小
説
と
し
て
雑
誌
で
読
者
に
読
ま
れ
、
演
劇
と
し
て
舞
台
で
観
客
に
見

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
長
谷
川
伸
の
作
品
が
小
説
読
者
だ
け
で
な
く
、
演
劇
関
係
者
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た
ち
に
も
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
幅
広
い
層
の
人
た
ち
に
受
容
さ
れ
る
こ
と

で
、
多
く
の
読
者
・
観
客
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

六　

終
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
雑
誌
『
大
衆
文
芸
』（
第
一
次
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
ま
ず
、
総
目
次

を
作
成
し
、
全
情
報
を
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
総
目
次
で
は
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
な
の
で
、
煩
雑
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
全
情
報
が
見
え
る

総
目
次
が
あ
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
次
に
、『
大
衆
文
芸
』
創
刊
前
の
二
十
一
日
会
の
活
動
の

実
態
を
検
討
し
た
。
一
九
二
五
年
秋
頃
か
ら
親
睦
の
会
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
活
動
場
所
、
同
人

が
一
一
名
と
な
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や
編
集
者
が
池
内
祥
三
に
決
ま
っ
た
こ
と
、
各
メ
デ
ィ
ア

へ
の
情
報
発
信
、
雑
誌
の
刊
行
な
ど
を
検
討
し
た
。
一
連
の
活
動
を
通
し
て
、
二
十
一
日
会
の

同
人
た
ち
が
入
念
な
準
備
を
し
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。

　
『
大
衆
文
芸
』
創
刊
後
の
二
十
一
日
会
の
活
動
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。
活
動
の
多
く
は

東
京
の
花
の
茶
屋
で
行
わ
れ
た
が
時
に
は
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
、『
大
衆

文
芸
』
の
編
集
、
広
告
宣
伝
、
経
営
、
企
画
、
観
劇
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
、
そ

れ
が
雑
誌
の
編
集
に
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
と
り
わ
け
、『
報
知
新
聞
』

に
同
人
た
ち
が
当
番
で
広
告
文
書
を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
次
に
注
目
し

た
の
は
、『
大
衆
文
芸
』
の
活
動
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
。
編
集
者
や
発
行
部
数
の
変
遷
、

原
稿
料
な
し
に
よ
る
執
筆
な
ど
に
注
目
し
、
終
刊
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
し
た
。

　

最
後
に
、『
大
衆
文
芸
』
の
読
者
た
ち
が
投
稿
し
た
「
大
衆
文
芸
往
来
」
の
内
容
、
評
論
家

や
小
説
家
に
よ
る
『
大
衆
文
芸
』
批
評
、
演
劇
化
に
よ
る
他
メ
デ
ィ
ア
へ
の
展
開
と
い
っ
た
観

点
か
ら
、
当
該
雑
誌
へ
の
反
応
を
考
察
し
た
。
日
本
国
内
か
ら
だ
け
で
な
く
、
外
地
か
ら
も
投

稿
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
般
の
読
者
た
ち
だ
け
で
な
く
、
文

壇
か
ら
も
批
評
が
寄
せ
ら
れ
、
大
衆
文
学
が
も
は
や
無
視
し
え
な
い
ほ
ど
に
注
目
さ
れ
始
め
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
し
、
長
谷
川
伸
の
戯
曲
が
演
劇
化
さ
れ
、
視
聴
者
に
も
享
受
さ
れ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
作
品
と
挿
絵
の
関
係
や
、
作
品
の
映
画
化
の
過
程
を
、
同
時
代
言
説
の
中
で
位

置
づ
け
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
が
課
題
と
し
て
残
っ
た
が
、
引
き

続
き
調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

【
注
】

（
注
一
）
表
紙
に
「
高
級
娯
楽
雑
誌
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
第
四
号
ま
で
表
記
さ
れ

る
が
、
第
一
巻
第
五
号
以
降
、
読
者
の
希
望
に
よ
り
削
除
さ
れ
る
。

（
注
二
）
編
集
を
担
当
し
た
池
内
祥
三
の
こ
と
。

（
注
三
）
二
一
頁
に
「
日
名
子
実
三
作
」
の
仏
像
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
注
四
）
一
九
二
七
年
四
月
号
の
目
次
に
は
平
山
蘆
江
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
息
子

の
平
山
清
郎
が
描
い
た
。
一
九
二
七
年
五
月
号
の「
編
集
後
記
」に
、「
四
月
号
表
紙
筆
者
を「
平

山
蘆
江
」
と
し
た
の
は
誤
り
で
「
平
山
清
郎
君
」
で
す
」
と
あ
る
。

（
注
五
）
目
次
に
は
、
平
山
蘆
江
「
雲
の
柱
」
と
あ
る
。

（
注
六
）
尾
崎
秀
樹
「《
日
本
の
文
藝
雑
誌
》『
大
衆
文
芸
』
―
第
一
次
―
」（『
文
学
』　

一
九
六
一
年
四
月
）

（
注
七
）『
大
衆
文
学
大
系
別
巻　

通
史　

資
料
』（
講
談
社　

一
九
八
〇
年
四
月
）

（
注
八
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
版
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
精
選
近

代
文
芸
雑
誌
集　
「
大
衆
文
芸
」
総
目
次
』（
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版　

二
〇
〇
四
年
一
一
月
）

（
注
九
）
白
井
喬
二
『
さ
ら
ば
富
士
に
立
つ
影
―
白
井
喬
二
自
伝
』（
六
興
出
版　

一
九
八
三

年
四
月
）

（
注
一
〇
）
大
村
彦
次
郎
『
時
代
小
説
盛
衰
史
』（
筑
摩
書
房　

二
〇
〇
五
年
一
一
月
）

（
注
一
一
）
真
鍋
元
之
編
『
増
補　

大
衆
文
学
事
典
』（
青
蛙
房　

一
九
六
七
年
一
一
月
）
所

収
、「
小
史
・
そ
の
二
」
を
参
照
。
池
内
祥
三
の
引
き
抜
き
に
つ
い
て
は
、
清
原
康
正
編
「
平

山
蘆
江
年
譜
」（『
大
衆
文
学
大
系
5　

前
田
曙
山
・
本
山
荻
舟
・
平
山
蘆
江
集
』
講
談
社　

一
九
七
一
年
八
月
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
注
一
二
）
伊
東
昌
輝
「
長
谷
川
伸
年
譜
」（『
長
谷
川
伸
全
集
』
第
一
六
巻　

朝
日
新
聞
社　

一
九
七
二
年
六
月
）

（
注
一
三
）
浜
田
雄
介
編
『
子
不
語
の
夢
―
江
戸
川
乱
歩
小
酒
井
不
木
往
復
書
簡
集
』（
皓
星
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社　

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）

（
注
一
四
）
未
署
名
「『
大
衆
文
芸
』
の
創
刊
」（『
読
売
新
聞
』　

一
九
二
五
年
一
〇
月
一
日
）

（
注
一
五
）
未
署
名
「
よ
み
う
り
抄
」（『
読
売
新
聞
』　

一
九
二
五
年
一
一
月
六
日
）

（
注
一
六
）
未
署
名
「
よ
み
う
り
抄
」（『
読
売
新
聞
』　

一
九
二
五
年
一
二
月
二
一
日
）

（
注
一
七
）
江
戸
川
乱
歩
「
探
偵
小
説
四
十
年
（
上
）」（『
江
戸
川
乱
歩
全
集
』
第
二
八
巻　

光
文
社
〔
光
文
社
文
庫
〕　

二
〇
〇
六
年
一
月
）

（
注
一
八
）
青
木
武
雄
『
報
知
七
十
年
』（
報
知
新
聞
社　

一
九
四
一
年
六
月
）
所
収
、「
小
説

読
物
と
大
衆
文
芸
」

（
注
一
九
）
池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」（『
大
衆
文
芸
』　

一
九
二
六
年
八
月
）

（
注
二
〇
）
池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」（『
大
衆
文
芸
』　

一
九
二
六
年
九
月
）

（
注
二
一
）
池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」（『
大
衆
文
芸
』　

一
九
二
六
年
一
〇
月
）

（
注
二
二
）
池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」（『
大
衆
文
芸
』　

一
九
二
七
年
一
月
）

（
注
二
三
）
池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」（『
大
衆
文
芸
』　

一
九
二
七
年
三
月
）

（
注
二
四
）
湊
邦
三
「
二
十
一
日
会
初
出
席
の
記
」（『
大
衆
文
芸
』　

一
九
二
七
年
五
月
）

（
注
二
五
）
池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」（『
大
衆
文
芸
』　

一
九
二
七
年
四
月
）

（
注
二
六
）
池
内
祥
三
「
編
集
後
記
」（『
大
衆
文
芸
』　

一
九
二
七
年
六
月
）

（
注
二
七
）
尾
崎
秀
樹
「《
日
本
の
文
芸
雑
誌
》
大
衆
文
芸
―
第
一
次
」（『
文
学
』
一
九
六
一

年
四
月
）

（
注
二
八
）
二
十
一
日
会
同
人
「〈
広
告
〉
大
衆
文
芸
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
夕
刊　

一
九
二
六

年
五
月
八
日
）

（
注
二
九
）
報
知
新
聞
社
調
査
部
編
『
大
正
16
年　

報
知
年
鑑
』（
報
知
新
聞
社
出
版
部　

一
九
二
六
年
九
月
）

（
注
三
〇
）
小
酒
井
不
木
書
簡
江
戸
川
乱
歩
宛
（
一
九
二
六
年
一
〇
月
四
日
）
浜
田
雄
介
編
『
子

不
語
の
夢
―
江
戸
川
乱
歩
小
酒
井
不
木
往
復
書
簡
集
』（
皓
星
社　

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）。
こ

の
書
簡
の
注
に
は
、「『
大
衆
文
芸
』
の
二
十
一
日
会
は
、
メ
ン
バ
ー
が
流
行
作
家
の
う
え
に

原
稿
料
の
な
い
「
タ
ダ
奉
公
」
の
た
め
、
原
稿
附
則
に
悩
ま
せ
ら
れ
て
い
た
」
と
あ
る
。

（
注
三
一
）
江
戸
川
乱
歩
「
探
偵
小
説
四
十
年
（
上
）」（『
江
戸
川
乱
歩
全
集
』
第
二
八
巻　

光
文
社
〔
光
文
社
文
庫
〕　

二
〇
〇
六
年
一
月
）

（
注
三
二
）
国
枝
史
郎
『
名
人
地
獄
』（
聚
芳
閣
）、
正
木
不
如
丘
『
嵐
』（
春
陽
堂
）
の
広
告
。

（
注
三
三
）
菊
池
寛
「『
大
衆
文
芸
』
の
人
々
」
上
中
下
（『
読
売
新
聞
』　

一
九
二
六
年
一
月
一
、

五
、六
日
）

（
注
三
四
）
菊
池
寛
「
大
衆
文
芸
と
新
聞
小
説
」（『
中
央
公
論
』
一
九
二
六
年
七
月
）

（
注
三
五
）
村
松
梢
風
「
大
衆
文
芸
家
総
評
」（『
中
央
公
論
』
一
九
二
六
年
七
月
）

（
注
三
六
）齋
藤
龍
太
郎「
年
末
追
想
録（
下
）」（『
読
売
新
聞
』　

一
九
二
六
年
一
二
月
二
四
日
）。

（
注
三
七
）
楠
田
敏
郎
「
大
衆
文
学
の
傾
向
（
四
）」（『
読
売
新
聞
』　

一
九
二
七
年
三
月
六
日
）。

（
注
三
八
）
長
谷
川
如
是
閑
「
政
治
的
反
動
と
芸
術
の
逆
転
」（『
中
央
公
論
』　

一
九
二
六
年

八
月
）

（
注
三
九
）
伊
東
昌
輝
「
長
谷
川
伸
年
譜
」（『
長
谷
川
伸
全
集
』
第
一
六
巻　

朝
日
新
聞
社　

一
九
七
二
年
六
月
）。
以
下
、
長
谷
川
伸
の
上
演
。
映
画
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
当
該

資
料
に
よ
る
。

【
附
記
】
本
研
究
は
J
S
P
S
科
研
費　

2
2
K
0
0
2
9
8
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。


